
３つのポリシーを踏まえた学修成果の点検・評価【2025】
学位授与方針（ディプロマ・ポリシー） 教育課程編成方針（カリキュラム・ポリシー） 入学者選抜方針（アドミッション・ポリシー） 単位認定基準 進級基準 卒業（修了）認定基準 学修成果の測定方法 学修成果 学修成果を見て教育内容・方法の充実・改善案 進捗状況

美術学科

　各分野（コース）における知識と技
法・表現の特性を修得し、創造性と独
自の表現手法を身につけ、芸術活動の
出発点に立てるような技量を修得し、
かつ卒業要件単位数124単位を修得
し、卒業制作・論文の審査に合格した
者に学士（芸術）の学位を授与する。
　「画家」、「美術科教員」、「立体
造形作家」、「イラストレーター」な
どを目指せる人材を育成する。

　幅広い分野の表現に触れ、自分に
あったジャンル、学びたいジャンルを
発見できるよう、１年次に油画、日本
画、版画、彫刻を体験する。
　２年次からは、選択したコースに分
かれて専門性を身につけ、表現を深め
る。
　４年次には、卒業作品の制作に取り
組み、卒業制作展において展示発表を
行う。

　美術学科では、多彩な芸術表現に触
れ、芸術家として確かな基礎を築き、自
らのテーマ・表現方法により社会での活
躍を目指す人物を求める。

【求める学生像】
・美を探求し、創作、表現への好奇心と
意欲や喜び、楽しみが感じられる人物
・自発的な独自の個性がうかがえる人物
・社会への貢献、他者や地域の人々に芸
術のこころを伝達する意志がある人物
・広い視野に満ち、異分野への好奇心、
進取の気風に満ちた創造力を持つ人物

大学全体としての単位認定基準を定め
学生便覧に記載している。美術学科の
4コースにおいて多少の相違はある
が、基本的に課題制作と自主制作の作
品評価、学生の制作に取り組む姿勢、
努力、狙い、工程、クオリティーを総
合的に見て評価し、A、B、C、D、Eの
５段階の評定でC以上ならば単位取得
と認定する。

美術学科の進級基準は、必要な成果を
満たす修得単位数を各学年ごとに定
め、学生便覧に記載している。実習内
容については各コースの特性により異
なるが、１年次→２年次では２年次よ
りのコース選択のための入門、体験的
実習で４コース全ての総合評価、２年
次→３年次では各コースの３年次以降
の専門分野の基盤となる基礎的な技
法、表現の修得の評価、３年次→４年
次では、個々のテーマを定め卒業制作
に取り組む実践的なアプローチが出来
ているか等を各コースの特性に沿った
形で単位認定基準に基づき評価する。

美術学科の必須科目、選択必須科目、卒業に必要単位
数は学生便覧に掲載している。４年間の集大成として
の卒業制作は、各コース毎に修得してきた技術、技
法、表現力を駆使し、完成度や卒業後に制作活動の継
続が可能なスキルや知識が獲得できているかを評価す
る。評価に関しては各コースの卒業制作にかかわる専
任教員が制作の点数、ボリューム、形式等を学生に周
知させ、全員で審査して決定する。

学生の学修成果の測定は、各コース其々
の指導教員による制作過程の前期の中間
講評、後期の中間、最終講評で批評、伝
達する。卒業制作において専門知識、技
術、表現力、独創性、構成力等が獲得で
きているかどうかを評価する。就職状況
の調査(教職、資格取得状況、その他)、
各種コンクールでの受賞入選状況、個展
やグループ展の開催状況の調査。卒業後
の活動状況の把握。

卒業制作は各コースの担当教員全員が
採点を行い協議の結果、学長賞、鍋井
賞、学科賞を選出、授与し卒業制作
展、学外展示するとともに様々なメ
ディアで紹介されている。また受賞以
外の作品も卒業制作展で展示、公開し
ている。卒業後も継続的に団体展、個
展、グループ展、コンクール、公募展
等で発表活動している。アートイベン
ト等の企画や運営など、学修成果を土
台として社会や地域に貢献、活動して
いる。教員として活動している。また
大学院修士課程、博士課程へ学位を得
ようとする学生も多数いる。

・産学官連携の企画を継続、発展させ
る。SMBC信託銀行の企画は、より多勢
の出品学生が参加できるように展示店
舗の拡大や1店舗あたりの展示作品数
の増加を打診する。またオンライン
アートミュージアムの作品解説を拡
充、教員や作者による作品解説の実現
を目指す。
・キュレーターや職人、油日彫版以外
のジャンルの作家など、より幅広い人
材を特別講師として招聘し、知見の拡
大を目指す。
・ITやSNSを利用した制作発表の学び
の促進を図るとともに、インターネッ
ト・リテラシーやセキュリティー、個
人情報保護に関する法律やルールに関
した学びの機会を設ける。
・停滞しているYouTubeを利用した技
術・技法動画の公開やオンデマンド学
習環境の整備は、個人情報保護や拡散
防止の施策を整えながら進める。

・SMBC信託銀行での作品展示では、これ
までの内容を継続しつつ、新たな企画と
して展示期間を満了した作品のうち数点
を銀行に買い上げていただく制度の設立
を目指している。買い上げていただいた
作品は銀行の収蔵作品となり、三井住友
系の銀行や企業に展示される予定であ
る。これまでもレンタルとはいえ学生に
とっては過分の賃借料をいただいていた
が、買い上げ制度の設立により学生たち
の出品に対するモチベーションの更なる
増加が期待される。また卒業生を含めた
若い作家の活動に対する支援として、企
業側にも大きな宣伝効果となることが期
待できる。
・特別講師として若い作家や海外での発
表経験が豊富な作家、書道家など、より
幅広い人選で特別授業を実施している。

デザイン学科

　命題に対して、よりよい結果を出す
ため、効果的かつ合理的な筋道を組み
立てられる力を持ち、それを豊かな感
性と個性で表現する力を身につける。
かつ、卒業要件単位数124単位を修得
し、卒業制作・論文の審査に合格した
者に学士（芸術）の学位を授与する。
　「グラフィックデザイナー」、「イ
ラストレーター」、「空間デザイ
ナー」、「アートディレクター」、
「Ｗｅｂデザイナー」、「プロダクト
デザイナー」、「プロデューサー」な
どを目指せる人材を育成する。

　１年次には、多様なデザイン表現の
基礎を学ぶ。
　２年次からは、グラフィックデザイ
ン、イラストレーション、デジタル
アーツ、デジタルメディア、空間デザ
イン、プロダクトデザイン、デザイン
プロデュースの専門分野に分かれ、社
会の中でのそれぞれのデザインの役割
を認識するとともに、社会の要求に応
えられるプロフェッショナルとして活
躍できる思考力や表現力を身につけ
る。そのための、発想や構築のプロセ
スを実例でシミュレーションしながら
体験的に学び、そこに自身のオリジナ
リティある表現力をも育てる。
　４年次には、卒業作品の制作に取り
組み、卒業制作展において展示発表を
行う。

　デザイン学科では、社会や生活とのか
かわりに興味を持ち、「知りたい」「作
りたい」「発信したい」などの意欲を
もって工夫し、表現できる人物を求め
る。

【求める学生像】
・デザイン表現やコンセプト構築に興味
のある人物
・自己の感性、創造力、表現力を伸ばし
たい人物
・主体的に知識、技術を修得する意志の
ある人物
・新たな課題解決に挑戦し続ける意欲・
推進力のある人物

・大学全体として単位認定基準を定
め、『学生便覧』に記載している。
・授業出席はもとより、全ての課題作
品の提出と授業目的の修得達成を基準
にしている。
・1年時のデザイン基礎及び２～３年
次の共通授業については、各担当教員
の連携によって公平性を保つ採点基準
を設けている。
・学科会議等で、新たな問題事項や推
奨事項などの情報を共有して、認識の
基準を保つようにしている。

（エビデンス：『学生便覧』、「会議
資料」等）

・各学年において適切な学修成果を得
るため、進級のための基準を学年ごと
に定め、『学生便覧』に掲載してい
る。
・1年次では、デザイン全域の基礎
と、各コースの基礎体験をするスター
トアップを設け、「基礎の修得」を基
準と
している。スタートラインを揃えるた
めに基礎の前に希望者に「ウォーミン
グアップ」という予備授業も設けてい
る。
・２年次では、コース別の専門基礎体
験に加えて、専門性への意識と目的性
の認識を求める。
・３年次では、より高い技術の習得
と、デザイン制作上の総合的判断を伴
うディレクション能力を求める。

（エビデンス：『学生便覧』「新入生
ガイダンス」等）

・４年次では、自分自身の独自性を育て、より具体的
な専門領域への目的を持つことを求める。
・卒業制作では、作品のクオリティは勿論、社会に対
してデザインの視点での提案性があるか、またそれは
オリジナルなものであるかを評価基準としている。
・デザイン学科開講の専門科目については、「必須科
目」「選択必須科目」ごとに卒業所要単位数を定め、
『学生便覧』に掲載している。

（エビデンス：『学生便覧』「卒業制作展の手引き」
等）

・卒業制作においては、各コースごとに
中間発表及び最終発表を行いコース内全
担当教員で審査を行っている。さらに優
れた作品に対しては、学科全体の担当教
員にて合同審査会を行うなどして、審査
基準の公平性を保つようにしている。
・就職状況の調査
・教職、図書館司書等の資格取得状況
・卒業生の活動状況の把握
・各種デザインコンペ等での受賞状況

・「卒業制作」の成果物はすべて、毎
年2月に開催される「卒業制作展」で展
示・公開し、また作品画集も刊行して
いる。
・各種デザインコンペティションにお
いて、全国区またはインターナショナ
ルの場で優秀な評価を得ている学生が
多くいる。
・３年次に行っている、コースを横断
した産官学の取り組みで企業や社会か
らその成果を高く評価されている。
・２年次を中心に行っているコースや
学年を横断したプロジェクトで、社会
に実践する企画や催事を学生等の手で
実行され、関係各所から大きな評価
と、学生が充実の実感を体験してい
る。
・毎年多くの学生が教員資格免状や各
種検定資格を取得している。

・すでに行っている産官学授業等で、
実社会とのコラボレーションをさらに
充実させて、卒業後に向けての専門的
体力作りをしていく。
・学校から用意し与える環境を超え
て、学生が自主的に向上心を持って研
究や表現をしていくために、各種コン
ペや個人的研究など社会に真価を問う
場へ積極的にチャレンジする機運を授
業内に作っていく。
・高い意識作りを推奨していくため、
一線で活躍している専門家をゲストに
迎え、セミナーなどを充実させてい
く。

産学連携の「デザインプロジェクト」科
目において、デパートやショッピングセ
ンター等での実際の販促活動での企画実
行など、多くの企業との実体験を学ん
で、成果を得ている。自主企画運営を学
ぶ「ハイパープロジェクト」科目で、学
生の企画した商品が実社会の市場に出る
など学びの結果を実感できるプログラム
が成果を出している。グラフィックやイ
ラスト、デジタルアートの領域でのコン
ペティションで多くの受賞者を生み出し
社会的評価とそれらに対する自信を得て
いる。「デザインフォーラム」など、学
科で取り組む大きなイベントをはじめ、
さまざまな場で、学生たちが聞きたいス
ター作家を招くなど、現場の生の声を聞
く機会を多く設けている。
大阪万博ではデザイン学科プロジェクト
授業等だけで、７つもの学生プロジェク
トが実際に博覧会会場に参画した。
アドビ主催のデザインコンペにて学科の
学生が日本代表にえらばれてアメリカ大
会に渡航するなど、活躍が続いた。

　建築及び都市における社会的使命を
理解し、人間生活を取り巻くあらゆる
環境の諸問題の解決に向け、幅広い専
門的知識や設計・ものづくりの技術、
他学科とのコラボレーションから得ら
れる識見、さらにそれらを応用する能
力を身につけ、かつ卒業要件単位数
124単位を修得し、卒業制作の審査に
合格した者に学士（芸術）の学位を授
与する。
　主体的に活躍できる高度な専門職能
人としての「空間デザイナー」、「ラ
ンドスケープアーキテクト」など、未
来を拓く広義の「建築家」を育成す
る。

　建築分野と環境デザイン分野を総合
し、建物や都市をアートの視点から創
造する設計能力を育む教育と研究を展
開する。
　自由な発想の芽を伸ばし、専門的知
識と設計技術を徹底的に身につけられ
るように、１年次からコンセプトから
図面や模型へと空間を具現化していく
プロセスを体験させ、２年次から３年
次へと徐々に課題のレベルを上げ、建
築・環境に関する知識の高度化と設計
技術のスキルアップを図っていく。
CADを含む製図はむろんのこと、構造
力学や法規など一級建築士受験要件を
充足する知識もしっかり教育する。
　４年次には、学びの集大成としての
卒業作品の制作に取り組み、卒業制作
展において作品を発表する。

　建築学科では、総合芸術大学という環
境を活かし、豊かな暮らしや新しい空間
を提案できる芸術性豊かな建築家の育成
を目指す。人間と環境を関係づける建築
や都市のあり方に関心を持ち、広い意味
での建築の創造を志す人物を求める。

【求める学生像】
・建築・都市・それらの環境に好奇心を
持つ人物
・ものをつくることが好きで、自由で豊
かな発想と創造力を磨きたい人物
・プレゼンテーション・コミュニケー
ション能力を伸ばしたい人物
・建築、及び環境における自身の得意な
分野を伸ばす意欲と熱意のある人物

・建築・環境の基礎的知識・技術に加
え、デザインをより重視した設計能力
を徹底的に鍛え、建築・環境デザイン
の分野で芸術的な影響を与えることが
できる人材を育成するために、１年次
から4年次まで実習・演習科目を中心
とする教育を行っている。そこでは1
つの科目を複数の教員が担当している
が、単位認定については、担当教員の
評価と全員での評価を総合して実施し
ている。
・建築学科のカリキュラムは卒業時に
建築士試験受験資格が得られるように
構成している（公益財団法人建築技術
教育普及センターの認定を受けてい
る）。その認定に必要な科目群（建築
設計製図、建築計画、建築環境工学、
建築設備、構造力学、建築一般構造、
建築材料、建築生産、建築法規など）
については、資格試験で合格するため
の基礎学力が身につけられるように、
客観的な試験を実施し、単位認定を
行っている。

・建築学科開講の専門科目については、「必須科目」
「選択必須科目」ごとに卒業所要単位数を定め、『学
生便覧』に掲載している。その際、建築士試験指定科
目との関係も明示している。
・ディプロマ・ポリシーに記載した主体的に活躍でき
る高度な専門職能人としての空間デザイナー、ランド
スケープアーキテクトなど、広い意味での「建築家」
を育成するために、建築設計実習Ⅳと環境設計実習Ⅳ
の評価、及び卒業制作（設計または論文）の審査をゼ
ミ指導教員が全員で合議の上で行っている。
・卒業制作については、4年次ガイダンスを5回実施
し、7月に「卒業制作テーマ＋実施計画書」、9月に
「中間報告」、11月に「卒業制作の主旨」を提出さ
せ、中間段階での評価を積み重ね、最終的に12月に展
示・発表された卒業制作の評価を実施している。

・設計基礎実習Ⅰ、建築設計実習Ⅱ～
Ⅲ、環境設計実習Ⅱ～Ⅲでは、1年間に4
課題程度が出題されるが、選ばれた優秀
作品について講評会を実施している。
・卒業制作では、すべての作品または論
文を対象にゼミ指導教員全員で一次審査
を行うとともに、優秀作品・論文を対象
に二次公開審査を実施し、著名な建築家
をゲスト審査員として招聘し、非常勤講
師も加わって評価を行っている。
・2年次と3年次の学生がチームを組み、
夏休み期間中に合同課題に取り組んでい
るが、その講評会にも外部から建築家を
ゲスト審査員に迎え、審査を行ってい
る。また建築設計実習Ⅲでは、5大学
（大阪芸術大学、大阪市立大学、近畿大
学、京都芸術大学、京都精華大学）で共
通課題に取り組み、大阪芸術大学スカイ
キャンパスで合同講評会を実施してい
る。
・就職状況、卒業生の活動状況、建築士
資格の取得状況等の把握。

・設計実習科目で作成した作品をポー
トフォリオにまとめさせ、学修成果を
自ら確認し、他者に伝える機会を設け
ている。
・設計実習科目の課題ごとに実施され
た講評会で選ばれた優秀作品を建築学
科で刊行している『イヤーブック』に
掲載している。これは学生に大きな励
みとなるとともに、就職活動等で学修
成果を示す上で有効に機能している。
・卒業制作では、二次公開審査会を実
施し、学長賞、学科賞、優秀賞、奨励
賞、ゲスト審査員特別賞などを授賞し
ている。その成果は「卒業制作展」、
『卒業制作作品集』、『イヤーブッ
ク』で展示・公開している。
・卒業制作については、日本建築学
会、日本建築家協会、『近代建築』誌
などで実施される展覧会やコンクール
に出品し、しばしば優秀作品に選出さ
れている。
・卒業生の作品が建築雑誌に掲載され
たり、賞を受賞したりすることを、学
修成果を示すエビデンスとして確認し
ている。

・建築及び都市における諸課題を解決
する幅広い専門知識やスキルを身に付
けさせるために、演習・実習科目を中
心とした実践的教育を推進しており、
その学修成果を確認する様々な仕組み
を導入してきた。今後は、他の分野・
学科、大学院とのコラボレーションや
社会の実課題への取組を含むProblem
Based Learning（PBL）を組み込んだ
対話的・協働的なデザイン能力を培う
教育方法へと拡充する。
・芸術学部の建築学科であることの特
色を活かして、「機能的で美しい建
築」をデザインする能力や都市・環境
の広がりの中で建築を構想する能力を
修得させる教育方法の充実を図る。
・年次報告書『イヤーブック』を入学
実績のある高校を中心に送付するとと
もに、Web等を活用して学修成果広く
社会に向けて発信する。
・卒業生の就職・活動状況や建築士資
格の取得状況等について、きちんとし
たフォローアップ調査を行い、その結
果を踏まえた学生のキャリア教育にも
注力する。

・設計実習や卒業制作の作品を学外の展
覧会に出品することを推奨し、各種の賞
を受賞する機会が増えている（近畿学生
住宅大賞、京都ランドスケープデザイン
展、日本建築学会全国大学・高専卒業設
計展示会及び近畿支部主催卒業設計コン
クール、日本建築家協会近畿支部学生卒
業設計コンクール、DiplomaｘKyoto、学
生設計優秀作品展（レモン展）、日本造
園学会関西支部研究・事例発表など）。
・『イヤーブック』については、オープ
ンキャンパスや体験入学に参加した生徒
に配布するとともに、指定校推薦リスト
に掲載された高校で、進学実績にある高
校、工業高校等の建築科を有する高校
に、『大学案内』の建築学科紹介ページ
と共に送付している。
・卒業生の就職・活動・資格取得の状況
を把握するために、名簿等の整備を進め
ている。特に『イヤーブック』に「建築
学科NEWS欄」を設け、在学生や卒業生の
活躍や受賞実績を記録し、広く社会に向
けて発信している。

建築学科

・創造的な設計に必要な知識やスキル
を段階を追って修得するように、各学
年に進級基準を設けている（「建築学
科進級要件」として『学生便覧』に明
記している）。1年次～２年次では基
礎的な表現力を、2年次～3年次では、
建築分野・環境デザイン分野に分か
れ、基礎から応用に至る設計能力
（CADを含む）を、3年次～４年次では
卒業制作に取り組むことができる設
計・研究能力を修得することを進級基
準としている。具体的な基準は以下の
通りである。
・1年次→2年次：①造形計画演習１、
設計基礎実習Ⅰを修得済、②総計30単
位以上を修得済のこと。
・2年次→3年次：①建築CAD演習Ⅰ、
建築計画演習２または環境設計演習
２、建築設計実習Ⅱまたは環境設計実
習Ⅱを修得済、②総計60単位以上を修
得済のこと。
・3年次→4年次：①必須講義科目6科
目（建築概論、環境概論、日本建築
史、西洋建築史、建築構造力学Ⅰ、建
築法規）の内、3科目12単位を修得
済、②必須講義科目5科目（建築一般
構造、材料学、環境工学、建築設備、
施工）の内、3科目12単位を修得済、
③選択必修科目の内、建築計画演習３
または環境計画演習３、建築設計実習
Ⅲまたは環境設計実習Ⅲを含む５科目
16単位修得済、④総計90単位以上修得
済のこと。
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３つのポリシーを踏まえた学修成果の点検・評価【2025】
学位授与方針（ディプロマ・ポリシー） 教育課程編成方針（カリキュラム・ポリシー） 入学者選抜方針（アドミッション・ポリシー） 単位認定基準 進級基準 卒業（修了）認定基準 学修成果の測定方法 学修成果 学修成果を見て教育内容・方法の充実・改善案 進捗状況
　文芸やノンフィクション、出版、翻
訳などの各分野で通用するスペシャリ
ストとして、専門知識や実践力を身に
つけ、かつ卒業要件単位数124単位を
修得し、卒業論文・制作の審査に合格
した者に学士（芸術）の学位を授与す
る。
　「小説家」、「国語科教員」などを
目指せる人材、「出版業」、「マスコ
ミ」などで活躍できる人材を育成す
る。

　１年次では、文章表現や文芸、メ
ディア論の基礎の学修からスタート
し、日本および世界各地の文学を幅広
く身につけ、一方で創作の準備にもか
かる。
　２年次では、文章能力を高めること
を追求しながら、引き続き文学や演劇
の様式・歴史を学修し、一方で広告や
印刷の基礎を学ぶ。
　３年次より、ゼミ形式を取り入れ創
作（小説・詩・脚本）、ノンフィク
ション・文芸批評、出版・編集、翻
訳・講読の分野に分かれ専門知識を修
得していく。
　４年次には、卒業論文の制作に取り
組む。

　文芸学科では、小説、詩、脚本、研
究、文芸批評、出版、翻訳など多彩な分
野で活躍する教員の指導のもと、言葉の
センスを鍛え、読みの深さ、豊かな書く
力を育成する。日本語表現の魅力、豊か
さに目覚めた人物を求める。

【求める学生像】
・本を読むことで、感動することのでき
る人物
・文章を書き、思索することに心をとき
めかすことができる人物
・自身が書いた文章や物語を他者に伝え
ることに喜びを感じられる人物
・豊かな文章表現力と多角的な読解力を
身につけたい人物

・大学全体として単位認定基準を定
め、『学生便覧』に記載している。
・文芸学科の必修科目等については、
定期的に学科会議等で協議を行い、単
位認定基準(評価の観点・尺度等）に
ついて合意形成を図っている。
・とりわけ、初年次教育の要となる必
修科目「文章表現の基礎」や最終年次
の必修科目「文芸演習II」などは10名
程度の少人数クラスの複数開講のかた
ちをとっているため、クラス間で成績
評価基準に格差や不公平が生じないよ
うに配慮している。

（エビデンス：『学生便覧』、学科の
申し合わせ事項をまとめたもの、会議
資料等）

・各学年において適切な学修成果を得
るため、進級のための基準を学年ごと
に定め、「文芸学科進級要件」として
『学生便覧』に掲載している。
・1年次→2年次：2年次以降の専門的
学修の基盤となる文芸に関する入門的
な知識（文学史やメディア論等）や実
践的スキル（小説創作の基本スキル
等）が充分に修得できているか。
・2年次→3年次：3年次から本格的に
始まる個人的な創作や研究に先立っ
て、幅広く文芸の諸分野（小説・詩・
脚本・演劇・出版・編集等）について
の専門的な知識や実践的スキルが充分
に修得できているか。
・3年次→4年次：4年次での「卒業論
文・制作」に取り組むために必要な専
門的知識や実践的スキルが充分に修得
できているか。

（エビデンス：『学生便覧』等）

・文芸学科開講の専門科目については、「必須科目」
「選択必須科目」ごとに卒業所要単位数を定め、『学
生便覧』に掲載している。
・2022年度のカリキュラム改訂では、「必須科目」の
所要単位数を増やすとともに、選択必須科目のカテゴ
リと所要単位数を見直して整理、それによってディプ
ロマ・ポリシーの徹底を図った。
・「卒業論文・制作」については、「卒業論文・制作
の手引き」として小冊子を作成して年度当初に配布、
分野（小説、詩、研究等）ごとに提出物の分量・形式
等についてガイドラインを定め、教員・学生への周知
をはかっている。

（エビデンス：『学生便覧』「卒業論文・制作の手引
き」等）

・「卒業論文・制作の手引き」に従って
提出された「卒業論文・制作」（小説・
詩・脚本・研究等）について、各分野で
スペシャリストとして活躍するための専
門知識や実践力が身についているかどう
かを評価。
・就職状況の調査
・教職、図書館司書等の資格取得状況
・卒業生の活動状況の把握
・各種コンクール等での受賞状況

放送学科

　テレビ、ラジオといった放送メディ
アを中心に、インターネット、新聞、
雑誌などますます多様化する他のメ
ディアをクロスさせながら未来のコ
ミュニケーションを学ぶ。例えどんな
に時代が進化しても「メディアの中心
は放送にある」という自信と誇りを持
ち、技術力、論理力とともに協調性を
高め、またリーダーシップを身につ
け、かつ卒業要件単位数124単位を修
得し、卒業論文・制作の審査に合格し
た者に学士（芸術）の学位を授与す
る。
　「クリエイティブディレクター」、
「番組制作スタッフ」、「映像カメラ
マン」、「アナウンサー」、「声
優」、「ナレーター」などを目指せる
人材を育成する。

　１年次では、「良きジャーナリスト
である前に良き人間であれ」という理
念に基づいて、基本的な教育が行われ
る。放送学の基礎科目の修得からスタ
ジオや機材の取り扱い、カメラ、音
声、編集の実習、中継車に乗り込んで
の熱血取材などを行う。
　２年次になると、制作、先端メディ
アコミュニケーション、アナウンス、
声優という、各コースに分かれ、更に
専門性を高めていく。「これだけは誰
にも負けない」というプロフェッショ
ナルへの道へ進んでいく。
　４年次には、卒業制作・論文に取り
組む。

　放送学科では、放送ジャーナリズムを
基本に、進化するマスメディア社会にお
ける知識と技術を最新機器・設備と多彩
な指導者の中で学ぶ。「創る喜び」「伝
える感動」を身に付けグローバル時代に
活躍し、人々と協力し取り組んでいく意
欲ある人物を求める。

【求める学生像】
・旺盛な好奇心と、あくなき探究心を備
えている人物
・マスメディアを駆使して広く社会に伝
えることに関心がある人物
・社会の変化に適応できる柔軟性と可能
性に挑戦する力を有している人物
・声の力・ことばの力・映像の力の表現
者、技術者になりたいと意欲を持つ人物

・大学全体として単位認定基準を定
め、「学生便覧」に掲載している。
・講義系科目では、授業感想文や質
問、小テストなどを通して、積極的に
関心を持って臨んでいるかを重要な単
位認定の基準としている。
・実習、演習系科目では、個人の表現
力や技術力の修得の他、本学科では不
可欠のグループワーク力を単位認定の
重要な基準としている。
・最終年次の「卒論・卒制」（声優
コースは「卒業公演」、次項以降省
略）は、本学科の集大成とも言える重
要な科目であるため、各担当教員は特
段の注意を払って指導し、作品の審査
は一部合議制にするなど慎重に行って
いる。

（エビデンス：「学生便覧」等）

・各学年において適切な学修成果を得
るため、進級のための基準を学年ごと
に定め、「放送学科進級要件」として
「学生便覧」に掲載している。
・1年次→2年次：2年次以降4つのコー
スに分かれて学習するための基礎とな
る、各領域の概要の理解に加え、撮
影・録音等放送機材の操作や文章・音
声の表現技術が充分に修得できている
か。
・2年次→3年次：それぞれのコース
で、本格的に求められる企画力や考察
力、表現技法を身につけるために必要
な、講義や実習等が修得できているか
どうか。
・3年次→4年次：ゼミや実習を通じ
て、「卒業論文・卒業制作」（声優
コースは「卒業公演」）に取り組むた
めに必要な専門的知識や実践的スキル
が充分に修得できているか。

（エビデンス：「学生便覧」等）

・放送学科の専門科目については、「必須科目」「選
択必須科目」等ごとに卒業所要単位数を定め、「学生
便覧」に掲載している。
・先端メディアコミュミケーションコース（2022年度
新設、旧広告コース）：「必須科目」の所要単位数を
増やし、新しいメディアに応じたＣＭ作りや動画表現
力の習熟度を基準とする。
・制作コース：テレビ、ラジオ番組の企画から技術ま
でを習得する制作実習に重きを置き、作品作りを通じ
てオリジナリティやチームワーク力の習熟度を基準と
する。
・アナウンスコース：アナウンス実習や「声と言語」
等の必須科目を通して、メディアの世界で通用するア
ナウンス力と、人としてのコミュニケーション力の習
熟度を基準とする。　　　　　　　　　　　　　・声
優コース：発声法や演技法等の技術面はもとより、声
優として役者として求められる幅広い表現力の習熟度
を認定基準とする。

（エビデンス:「学生便覧」等）

・「卒業論文・制作」については、各ゼ
ミの担当教員が優秀作品を選出、それら
の作品を、放送学科のすべての専任教員
およびゼミ担当者が読み、視聴して「グ
ランプリ審査」を行っている。そこでの
議論を通じて、卒業時において学生が身
につけるべき学修成果について学科の教
員間での合意形成が図られている。
・学生達が「卒業論文・制作」におい
て、その企画力や技術力、表現力等が如
何なく発揮でき、且つ担当教員がより公
正に評価できるようにするため、「卒業
論文・制作の作品規定」の見直しを行っ
た。提出された論文や作品が、放送学科
4年間の集大成になっているかが重要な
評価基準となる。
　
（エビデンス：「卒業制作作品規定
〈2022年度〉」等）

・「卒業論文・制作」のグランプリ等
受賞作品を活字化して公表し、学内外
に対して学生や放送学科の学修成果を
明示している。
・「卒業論文・制作」の成果物はすべ
て、毎年2月に開催される「卒業制作
展」で展示・公開している。
・放送学科生の就職先は、①放送局や
番組制作会社などの放送関連企業、②
広告会社や制作プロダクションなどの
広告関連企業、③声優事務所、④声優
プロダクション、⑤一般企業、ほか。
・受賞作多数

大学４年間の集大成でもある「卒業論
文・卒業制作」（声優コースは「卒業
公演」）を通して、学生達が本学科で
何を学び、何を感じ取ったかがフィー
ドバックされる。
この集大成に向けて、各教員は授業シ
バラスにその目的と到達目標を明示
し、学生の学びの指針としている。
また1～3年次においても、講義系の授
業では、修得した事柄に対する感想や
疑問点を記入・提出させ、演習・実習
系の授業では自発的な発言や取り組み
を促すことで、学生達の理解度や関心
度をチェックするよう努めている。
こうした対応により、学生一人一人の
能力や個性を把握し引き出し伸ばすこ
とができ、ひいてはディプロマ・ポリ
シーの実践につながると考えている。
一方、社会環境、特にメディアを取り
巻く環境は大きく変化し、学生達の考
え方や人生観はもちろん、卒業後の
キャリア像や、必要とされるスキルも
大きく変化している。これに応える形
で2026年より新カリキュラムが取り入
れられるが、ここで足踏みすることな
く、継続的に修正を行なっていく。

・「卒業論文・制作」のグランプリ等受
賞や実習作品を、学科YouTubeチャンネル
などで公表し、学内外に対して学生や放
送学科の学修成果を明示している。
・「卒業論文・制作」の成果物はすべ
て、毎年2月に開催される「卒業制作展」
で展示・公開している。
・放送学科生の就職先は、①放送局や番
組制作会社などの放送関連企業、②広告
会社や制作プロダクションなどの広告関
連企業、③司会者マネジメント会社、④
声優プロダクション、⑤一般企業、ほ
か。
・広告作品コンペティション、ドキュメ
ンタリー作品コンペティションなど、受
賞作多数

写真学科

　多様な写真表現に対応できる基本的
な技術と知識を身につけ、かつ卒業要
件単位数124単位を修得し、卒業制
作・論文の審査に合格した者に学士
（芸術）の学位を授与する。
　「写真家」、「広告写真家」、「報
道写真家」、「ブライダルフォトグラ
ファー」、「レタッチャー」など、マ
スコミ分野、ポートレイト分野、デジ
タルメディア企業における写真のエキ
スパートを目指せる人材を育成する。

　１年次では、写真の基礎や歴史を学
び、２年次では写真の理論や銀塩〔暗
室〕授業、デジタル写真と製本授業、
動画やドローン操縦技能を修得する授
業等、広域な分野から写真を学ぶ。３
年次からは各自の専門性を鑑みゼミを
選択、更に専門性を高めて行く。
　４年次には、主に卒業制作に取り組
み、学内外において卒業制作展を行
う。

　写真学科では、芸術や情報メディアと
して幅広い可能性を持つ写真の領域を理
解し、エキスパートとしての将来を意識
して専門性を培うことのできる人物を求
める。

【求める学生像】
・卒業後の進路に明確な志望を持ち、そ
れに向けて努力できる人物
・写真に関わる知識や技術、表現方法な
どに強い探求心を持つ人物
・オリジナリティある写真表現の追究と
創造に意欲のある人物
・広告写真、写真史や写真論などの理論
分野にも興味がある人物

・大学全体として単位認定基準を定
め、「学生便覧」に掲載している。
・講義系科目では授業感想文や質問、
課題などを通して、積極的に関心を
持って挑んでいるかを単位認定の基準
としている。
・実習、演習系科目では課題のテーマ
に沿っているかどうか、講義系科目で
の知識、技術が発揮されているかどう
か、といった単位認定基準の協議を定
期的に学科会議、学年別会議で行って
いる。
・写真実習・写真制作等、複数の教員
によって指導にあたる科目において
は、教員間で成績評価基準に格差や不
公平が生じないよう配慮している。

(エビデンス：『学生便覧』等）

・各学年において適切な学修成果を得
るため、進級の為の基準を学年ごとに
定め、「写真学科進級要件」として
『学生便覧』に掲載している。
・１年次→２年次：２年次以降の専門
的学修の基盤となる撮影やスタジオ機
材の操作や、写真・文章の表現技術が
充分に習得できているか。
・２年次→３年次：３年時から本格的
に求められる企画力や表現等の考察
力・表現力を養うために、必要な専門
的な知識や実践的スキルが習得できて
いるか。
・３年次→４年次：４年次での「卒業
論文・制作」に取り組むために必要な
専門的知識や実践的スキルが充分に習
得できているか。

(エビデンス：『学生便覧』等）

・写真学科開講の専門科目については、「必須科目」
「選択必須科目」ごとに卒業所要単位数を定め、『学
生便覧』に掲載している。
・「卒業論文・制作」については、小冊子を作成して
年度当初に配布し、提出物の分量・形式等についてガ
イドラインを定め、教員・学生への周知をはかってい
る。

(エビデンス：『学生便覧』等）

・「卒業論文・制作の手引き」に従って
提出された「卒業論文・制作」について
は、写真学科の専任教員・ゼミ担当者に
より審査を行っている。そこでの議論を
通じて、卒業時において学生が身につけ
るべき学修成果について学科の教員間で
の合意形成が図られる。これに伴い学長
賞等各賞が選出され、卒業時に表彰され
る。

・「卒業制作」については成果物は全
て、毎年２月に開催される「卒業制作
展」で展示・公開している。また、
「学長賞」「学科賞」等の受賞作品は
毎年学外の一般ギャラリーにおいて展
示し、学生や社会に対して、写真学科
の学修成果における優秀作品として公
開している。
・一定の学生は写真学科での学修成果
をもって新聞社や出版関連の企業、写
真スタジオや広告代理店などの企業に
就職している。
・卒業後まもなく写真家として活動
し、国内外で活躍している者もいる。

デジタル技術の大躍進により大きく変
化し続けている写真の世界であるが、
時代に乗り遅れない為に最新の情報を
取り入れながら、次世代に活躍できる
人材を育てること。
その為に、メーカーやメディアとの連
携をしながら、充実した教育とスキル
を身に付けさせる。
また、デジタル化の波に乗るばかりで
はなく、写真の基礎となった古典技法
を含む暗室作業にも重点を置く授業を
進めていく。

指導が多岐に渡り広く薄くなる懸念の
為、より深く学びたい学生向けワーク
ショップを開くなどケアに努めている。
産学共同を推進している。企業等との連
携をかけ、より実践的な内容で修学でき
るようにしている。
また、新しいものを手掛けつつ、それら
による成果物が仕上がるような指導を模
索している。

（社会への発信）
・機関誌『文藝21/22』を発行したほか、
学生主体で企画・編集された雑誌形式の
『出来』、『GB』、『文芸ライフ』等の
授業成果物も発行した。文学フリマでの
配布等も実施し、社会にむけての発信力
の強化が着実に進んでいる。
・芦屋市谷崎潤一郎記念館のロビーホー
ルでの授業成果物の展示の計画が固ま
り、2026年2月に開催予定である。
（キャリア教育の充実）
・「文芸の基礎I・II」「文芸特講I・
II・III・IV」など、1年生から3年生まで
の各学年の必須授業の中で、特別講義の
開催等を通じてキャリア教育の充実を
図っている。
・具体的には、著名な作家、社会で活躍
する文芸学科の卒業生を招いての特別講
義を年に数回程度開催し、学生の意識向
上を図っている。
・また、2024年度からはキャリアプラニ
ングにかかわる外部講師によるセミナー
も授業内（「文芸特講III・IV」等）に組
み入れながら単位化し、体系的にキャリ
アデザインに関する学びの機会を充実さ
せている。
・教育職員免状等については、ひきつづ
き、入学当初からガイダンスを丁寧に
行っている。
・年間十数回開催される学科会議では、
学生の進路確定状況等を専任教員全員で
確認し、情報の共有と意識向上を図って
いる。
・以上のような取り組みによって、学科
での学びを活かせる職場への就職などに
関して大きな成果を実らせつつある。
（3つのポリシーとカリキュラムの改訂）
2022年度入学生から実施してきた現在の
カリキュラムでの教育実績を踏まえて、
次年度から3つのカリキュラムを改訂す
る。あわせてカリキュラム全体を見直
し、2027年度入学生より新カリキュラム
を実施する。（2025.12.21）

文芸学科

・「卒業論文・制作」については、各
ゼミの担当教員が優秀作品を選出、そ
れらの作品を、文芸学科のすべての専
任教員およびゼミ担当者が読み、「グ
ランプリ審査」を行っている。そこで
の議論を通じて、卒業時において学生
が身につけるべき学修成果について学
科の教員間での合意形成が図られてい
る。また、受賞作品を活字化して公表
することを通じて、学生や社会に対し
て文芸学科における学修の到達目標を
明示している。「卒業論文・制作」の
成果物はすべて、毎年2月に開催される
「卒業制作展」で展示・公開してい
る。
・一定数の学生は文芸学科での学修成
果を土台として出版、マスコミ関連の
企業に就職している。内訳は新聞社
（2022年度2名、2023年度3名、2024年
度3名）、出版社（2022年度3名、2023
年度1名、2024年度1名）、印刷会社
（2022年度1名、2023年度1名、2024年
度2名）等である。
・中学校教諭、司書等として就職する
者もいる。内訳は、中学校教諭（2022
年度1名、2023年度1名、2024年度2名）
中学科講師（2022年度2名、2023年度1
名）、司書（2022年度1名、2023年度3
名、2024年度2名）等である。
・資格取得者数は以下の通りである。
教職（中学/国語）：2022年度7名、
2023年度7名、2024年度4名
教職（高校/国語）：2022年度7名、
2023年度7名、2024年度4名
図書館司書：2022年度17名、2023年度
16名、2024年度12名
学芸員：2022年度2名、2023年度4名、
2024年度4名
・卒業後まもなく小説家デビューをは
たした学生もいる。

（社会への発信）
・「卒業論文・制作」の優秀作品をま
とめた機関誌『文藝』をリニューアル
して発行し、社会への訴求力を強化す
るほか、授業内成果物を社会に向けて
発信するための出版物（書籍、雑誌）
を積極的に発行していく。
（キャリア教育の充実）
・2023年度前期には「文芸特講1」に
おいて三浦しをん氏を招いての特別講
義を行ったが、今後、さまざまなジャ
ンルの作家、編集者等を招いての取り
組みをさらに増やしていく。
・2022年度より、文芸学科生の就活を
サポートするための講座・セミナーを
年間5〜6回程度、学科独自に授業外で
開催してきた。その結果、文芸学科の
学生のキャリア形成への意識と意欲が
高まり、就職内定率も大きく改善し
た。2024年度には、新カリキュラムの
学生が3年次に進級し、新たに設定さ
れた「文芸特講III、IV」において集
中的にキャリアデザインに関する学び
を深める計画である。
・教員資格免状等については取得する
学生が増加傾向にある。今後もひきつ
づき、入学当初からガイダンスを丁寧
に行い、資格取得のサポートを進めて
いく。
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工芸学科

自分の手と頭を使い、ものを創造する
力と現代のコンピュータ社会に対応し
たデザイン力を身につけた人材を育て
ることを目標とし、かつ卒業要件単位
数124単位を修得し、卒業制作の審査
に合格した者に学士（芸術）の学位を
授与する。
　工芸学科では、工芸作家や職人の育
成とともに企業への就職も目指してい
る。制作のみならずプレゼンテーショ
ンのスキルを修得するためIT分野の学
習や話し方学習・作品撮影などの能力
を育成し工芸作家や職人・企業ニーズ
に対応した人材を育成する。

　１年次に金属工芸、陶芸、ガラス工
芸、テキスタイル・染織の４コースで
異なる素材や基本的技法に触れて、手
仕事の大切さを学ぶ。それと同時に新
たな工芸教育の一環としてデジタル学
修にも積極的に取り組む。
　２年次からは、自ら希望する専門の
コースに進み、それぞれの素材の表現
方法を追求する。
　それに加えて２～４年次では就職や
進学の準備としてポートフォリオ作
成・プレゼンテーション演習・アート
マネジメント演習など実社会に向けて
IT機器を駆使したスキルを授業内で修
得する。
　４年次には、これまでの学びの集大
成として卒業制作に取り組み、卒業制
作展において成果を発表する。

　工芸学科では、伝統技法や技術を積極
的に取り入れて、時代に適した新しい
“ものづくり”に取り組む人物、実際の
“ものづくり”の体験を活かし、デザイ
ン・企画などのクリエイティブな職業を
通して社会での活躍を目指す人物を求め
る。

【求める学生像】
・自身の個性や感性を発見したい人物
・ものを作ろうとする強い思いや意志を
持った人物
・“ものづくり”の体験を活かし、クリ
エイティブな仕事に関わりたい人物
・“美しさ”にこだわりを持ち、社会で
生きていく人物

・大学全体として単位認定基準を定
め、『学生便覧』に掲載している。
・1年次の授業の要となる必修科目
「工芸基礎実習Ⅰ」は全員が4コース
を、「工芸基礎実習Ⅱ」は選択した2
コースを受講するカリキュラムとなっ
ているため、学年末に成績会議を設
け、担当教員の同意のもと単位の認定
を行う。
・2年、3年、4年次の必須科目ついて
は、各年次における到達目標を精査し
たうえ、作品提出、レポート等により
評価を行い、担当教員全員で審議、同
意のもと単位の認定を行う。

（エビデンス：『学生便覧』、会議資
料等）

・各学年において適切な学修成果を得
るため、進級のための基準を学年ごと
に定め、「工芸学科進級要件」として
『学生便覧』に掲載。
・1年次→2年次：2年次以降各自が選
択したコースで専門的な学修を進める
ための基本的技法や手仕事の大切さ、
及びデジタルスキルを修得できている
か。
・2年次→3年次：各コースで扱う素材
の表現方法や基礎的知識を修得できて
いるか。
・3年次→4年次：「卒業制作・論文」
に向けた専門的技術や知識が修得でき
ているか。

（エビデンス：『学生便覧』等）

・工芸学科開講の専門教育科目については、「必須科
目」「選択必須科目」ごとに卒業所要単位数を定め、
『学生便覧』に掲載。　　　　　　　　　　　・「卒
業制作・論文」では、作品の表現、完成度、独自性、
合評時のプレゼンテーションを評価対象とし、各コー
ス担当教員で審議した同意のもと、卒業認定を行って
いる。

（エビデンス：『学生便覧』等）

・「卒業制作・論文」については、各
コースで優秀作品を選出し専任教員８名
の合同審査で学長賞、学科賞を決定す
る。研究室賞は各コースで選出し、卒業
証書授与式の日に各コースにおいて表
彰、副賞の授与を行う。
・各コース就職担当委員による就職状況
の調査
・教職、学芸員等の資格取得状況
・作品コンクール等での受賞状況の把握
・授業アンケート
・卒業生の活動状況の把握
・離籍者状況の把握
・就職状況の把握

・一定数の学生は工芸学科での学修成
果を土台にプロダクトデザイナー、
キュレーター等の専門職、一般企業、
工芸関係工房、教育機関に就職。
・少数ではあるが工芸作家活動をス
タートした卒業生もいる。
・毎年数名程度の学生が教員免許状を
取得。
・3,4年生については就職活動状況を各
コース就職担当教員が把握し、状況に
応じ学生へのアドバイスを行う。
・各コース教員が高学年実習授業で、
各種作品コンクールへの応募を推奨
し、複数の入賞・入選者を輩出してい
る。
・大学として授業アンケート等を実
施。
「卒業制作」の成果は毎年度末に学内
で開催の卒業制作展にて展示・公開し
ている。

工芸作品を発表する場は美術館やギャ
ラリー等、作品を鑑賞するための場だ
けとは限らず、商業空間のディスプレ
イや生活空間の日用品など多岐にわた
る。大学４年間の集大成である「卒業
制作・論文」では作品制作のみで完成
するのではなく、その作品を展示、発
表する環境にも目を向ける指導が必要
だと考える。新カリキュラムであるプ
レゼンテーション演習、インスタレー
ション演習、アーツマネジメント演習
などでの学びは、工芸作品を社会にど
のように提示するかを考察する機会に
なるため、学生の積極的な履修を促す
必要がある。
工芸作家や職人の育成については、百
貨店やギャラリーなどで行われる展覧
会、販売会等への参加を促し、学科と
して支援も行なっている。

作品を展示、発表する環境にも目を向け
る指導のため、4年間の集大成である卒業
制作で展示空間の変更を行った。これま
での大空間に展示用のパネルを仮設した
作品を鑑賞するためだけの空間ではな
く、既存の建築のピロティを展示会場と
した。建築空間の中に自作品を置くこと
で、作品のあり方やその周囲へ作品が及
ぼす影響など、これまでとは異なる視点
が得られ、視野を広げる結果になったの
ではないだろうか。しかし、照明設備の
不足や観客の鑑賞ルートの偏りなどの問
題点もみられ、この点については現在、
改善方法を実行中、または検討中であ
る。
また、あべのハルカス近鉄本店において
「工芸のちから2025 卒業生／在学生／教
員・技術指導員・副手による展示販売
会」（2025年5月28日から6月2日）を開催
した。今回は「大阪・関西万博」の関係
で会場の面積も広くなり、これまでの卒
業生に加え在学生、教員、研究室スタッ
フも参加し、多くの来場者、購入者を得
ることができ、工芸作家や職人の育成の
一助になったと考えている。
新カリキュラム科目の履修を促すために
は、年度の始まりに対象学生を集めた授
業ガイダンスを行なっている。

映像学科

　人間の知性と技術の総合芸術である
映画映像の教育学修を通して、映画映
像分野の教養や手技を後継者に伝承す
ることはもちろんのこと、広く社会一
般に貢献する人材を育てることを目標
とし、かつ卒業要件単位数124単位を
修得し、卒業制作の審査に合格した者
に学士（芸術）の学位を授与する。
　「映画監督」、「撮影監督」、「脚
本家」、「映像クリエイター」、「ア
ニメーション作家」、「プロデュー
サー」などを目指せる人材を育成す
る。また、「芸術」、「娯楽」、
「サービス業」だけでなく、「商
業」、「製造業」、「経済」、「政
治」、「海外交流」などの分野でも、
インテリジェンスとイマジネーショ
ン、コミュニケーション能力を持っ
て、リーダーシップを発揮できる人材
を育成する。

　芸術の中でも映画映像はより大衆に
近いものである。その１２０年を越え
る歴史は、時代を越え、国を越え、
人々の心を魅了してきた。本学科では
「見る、学ぶ、作る」の三つを柱とし
ている。映画を見ることで、優れた映
画人たちのメッセージから知性と教養
を深め、学ぶことで、社会的、文化的
な映画映像の力を知り、作ることで、
創造性と想像力、表現性と伝達力、協
調性と指導力を持つ人間を形成する教
育の編成となっている。
　４年次には、卒業論文、卒業シナリ
オ、卒業作品制作に取り組み、卒業制
作展にて作品上映を行う。

　映像学科では、企画、監督、脚本、撮
影、照明、美術、録音、編集など制作の
プロセスを実践的に学び、さらなる創意
と教養を深めていくことを目指してい
る。映画・映像の制作に関心があり、そ
の専門的な技術、知識を修得したいとい
う意欲を持つ人物を求める。

【求める学生像】
・映画芸術、映画産業に関心があり、映
画の将来を担っていきたいという意欲を
持つ人物
・映画に携わる技術、感性を身につけて
いきたいという人物
・映画という知性と技術の創造物から知
識や教養を学びたい人物
・映画を通して得たものを一般社会に広
く還元したいという意欲を持つ人物

大学全体として単位認定基準を定め、
『学生便覧』に記載している。
映像学科の必修科目等については、定
期的に学科会議等で協議を行い、単位
認定基準(評価の観点・尺度等）につ
いて合意形成を図っている。
映像制作、シナリオ等、複数の教員が
指導にあたる科目が多いことが映像学
科の特色であるが、その場合、教員の
間で成績評価基準に格差や不公平が生
じないようまた主観が入らないよう格
別の注意を払っている。

（エビデンス：『学生便覧』、学科の
会議資料等）

各学年において適切な学修成果を得る
ため、進級のための基準を学年ごとに
定め、「映像学科進級要件」として
『学生便覧』に掲載している。
1年次→2年次：初年次教育の要である
「基礎」「映画作法」「シナリオ創作
論」については主体的な授業参加が出
来ない者については2年次への進級を
不可としている。
2年次→3年次：本学で他大学に類を見
ないフィルムによる映画制作の全過程
の修得「制作Ⅰ」は、学生全員が受講
することを原則として、いかなる理由
でも集団作業における役割を責任感を
もって果たせない者は3年次の進級を
不可としている。
3年次→4年次：4年次での「卒業論制
作」に取り組むために必要な専門的知
識や実践的スキルが充分に修得できて
いるかを見る。

（エビデンス：『学生便覧』等）

映像学科開講の専門科目については、「必須科目」
「選択必須科目」ごとに卒業所要単位数を定め、『学
生便覧』に掲載している。
「卒業制作」は映像による提出物のみではない、論
文、企画、シナリオなど文書、書類によるものも認め
ており、それら提出物の分量(上映時間)等については
その分野ごとに各教員から学生へ周知を徹底してい
る。

（エビデンス：『学生便覧』等）

各学年の実習での成果物、および卒業制
作作品においてクオリティを厳正に評価
し、技術力、芸術性、協調性、発信力な
どが身についているかを重視した採点を
行う。
「卒業制作」については、担当教員が
「学長賞」「学科賞」「コダック賞」
「イマジカ賞」「研究室賞」他優秀作品
を選出。それらは映像学科全ての教員に
よるディスカッションで決定され、映像
学科作品のあるべき方向が論じられる。

・就職状況の調査
・卒業生の活動状況の把握（監督、撮影
監督、脚本家等）

各学年の実習、および卒業制作におい
て映像制作における技術（インテリ
ジェンス）、作品創作における芸術性
（イマジネーション）、共同作業にお
ける協調性、鑑賞者へのメッセージ性
（コミュニケーション）の能力を獲得
する。
集大成である「卒業制作」の成果物は
全て、毎年2月～3月に開催される「卒
業制作展」で学内だけでなく学外の一
般劇場でも公開される。
「卒業制作」をステップにして文化庁
新人若手映画作家育成プロジェクト
(ndjc)他、数々の映画賞等次の目標に
進んで行く学生を数多く輩出してい
る。

映像学科は昨年からフィルムのアナロ
グでの作業だけではなく後期からデジ
タル変換を加えて、デジタルの分野に
も学生たちに多く関わってもらおうと
実習の中に取り入れている。少しでも
新しい時代に対応するための学生たち
のデジタルに対する考え方を深めても
らえるようにこのような形に改善して
いる。

新設のVtechラボを活用したプリビズ（映
画の設計・試作工程）を一年の必須科目
として導入、最新の映画制作工程を体感
的に学ぶための新規の実習授業を開講。
一方、一年次からクリエーターとしての
創造性を醸成するために作品制作を行
い、それらを発表する”ファーストピク
チャーズショー”を開催。これらの取り
組みを通して、創る事と同時に発表する
ことの重要性を体感してもらった。ま
た、３、４年次の専門コース編成につい
ては、授業の進行や内容について見直
し、一部のコースの併合を行った。

舞台芸術学科

　舞台上演を前提にした実践的なカリ
キュラムの中で、現場で役立つスキル
を身につけるとともに、対話力、協調
性、礼儀作法など、舞台人にとって欠
かすことのできない資質を身につけ、
かつ卒業要件単位数124単位を修得
し、卒業制作の審査に合格した者に学
士（芸術）の学位を授与する。
　想像力と詩的感受性をあわせ持った
「俳優」、「ダンサー」、「テーマ
パークパフォーマー」、「舞台制作ス
タッフ（美術、音響、照明）」などを
目指せる人材を育成する。

　１年次より、演技演出、ミュージカ
ル、舞踊、ポピュラーダンス、舞台美
術、舞台音響効果、舞台照明の各コー
スに分かれ、専門的なアプローチを通
して、創造活動の基本となる感性、知
性を養い、身体感覚を高める。また、
コースを越えた舞台上演にむけた共同
作業で、互いに切磋琢磨する中、より
豊かな人間関係を構築する力を育むこ
とができる。
　４年次には、卒業制作として舞台公
演にて成果を発表する。

　舞台芸術学科では、舞台は演者と裏方
の共同作業によって成り立っていること
を理解すると共に、自身が取り組む分野
について厳格な技術の研鑽に励む人物を
求める。

【求める学生像】
・さまざまな分野の演者として表現力を
磨きたい人物
・舞台の裏方として専門的な技能を身に
つけたい人物
・「舞台人」としての自覚や物事に対す
る姿勢、考え方を学びたい人物
・広く社会で求められる礼儀作法や協調
性、豊かな人間性を育みたい人物

・大学全体として単位認定基準を定
め、『学生便覧』に記載している。
・舞台芸術学科の必修科目等について
は、各年次における到達目標を精査し
た上で基準を設け、個々人の成果を客
観的に評価できるよう連携し、合意形
成を図っている。
・その際に、合同舞台演習といった、
実践的な授業においては、何名かの教
員の、それぞれの到達目標への達成度
の評価を、審議、合算することで、一
定の基準に加えて、個々人の個性、特
性を活かし、伸ばして行けるような評
価を心がけている。

（エビデンス：『学生便覧』、『シラ
バス』等）

・各学年において適切な学修成果を得
るため、進級のための基準を学年ごと
に定め、「舞台芸術学科進級要件」と
して『学生便覧』に掲載している。
・1年次→2年次：舞台芸術に携わるた
めの基礎的な知識や理論、そして各
コース其々の実践にあたっての基礎力
が修得できているか。協働作業への取
り組みが主体的に行われているか。
・2年次→3年次：各コース固有の専門
能力が、講義、演習等を通して高めら
れているかどうか。同時に、協働力、
想像力、創造力といったコースを超え
た舞台芸術学科共通の専門能力が、修
得されているかどうか。
・3年次→4年次：合同舞台演習といっ
た公演制作の授業において、「卒業制
作」に取り組むために必要な、固有
の、また共通の専門能力が、前年次の
学びの上に修得されているかどうか。

（エビデンス：『学生便覧』、『シラ
バス』等）

・舞台芸術学科の専門科目については、「必須科目」
「選択必須科目」等ごとに卒業所要単位数を定め、
「学生便覧」に掲載している。
・「卒業論文・制作」については、年度当初からコー
スごとに内容、達成目標について学生への周知をは
かっている。
・各自が選択した「卒業制作」の形態（公演、制作、
戯曲創作、論文など）を通して専門能力がいかに発揮
されたか。

（エビデンス：『学生便覧』、『シラバス』等）

・「卒業制作」については、卒業制作の
学科審査により各賞が設けられており、
担当教員の推薦をもとに、コースを超え
た審査委員会により、各賞を選定。「観
客」を前提する舞台芸術の評価のされ方
を全体に提示するとともに、担当教員
は、各学生個々に向き合い、その個性を
踏まえた固有、共通の専門能力の修得度
を評価している。

（エビデンス：『学生便覧』、『シラバ
ス』等）

・「卒業制作」の成果は毎年９月から
１０月に開催される卒業公演期間、毎
年2月に開催される「卒業制作展」で展
示・公開している。
・舞台芸術学科生の就職先は、舞台芸
術という特殊性から、ことに、俳優、
ダンサー、演出といった職種は就職と
いう形式が成立しづらい実情がある
が、それでも各コースの特性を活かし
た関連企業への就職や、公演、映画、
テレビ等への出演を果たすもの、公演
スタッフの一員となるものも多い。
・さらに協働作業をはじめとした当学
科の共通専門能力は、人間関係構築の
困難がいわれる現在、社会人として生
きるための貴重な支えとなっている。

実演者にとっては、就職という形式が
成立しない厳しい状況は変わるべくも
ないが、ブロードウェイデビューを果
たしたものもあらわれている。そし
て、協働作業をはじめとした当学科の
共通専門能力育成の過程は、アクティ
ブ・ラーニングと重なるところも多
く、教育現場で求められる人材の育成
も可能であり、実際ワークショップ
ファシリテーターとして、活動する者
も出て来た。このような演劇、ダンス
を通して、想像力、創造力、コミュニ
ケーション力を育む「演劇教育」の分
野の充実をも図っていきたい。さらに
「オートメーション」というわが国で
はまだ希少な、新たな分野での担い手
を養成する授業も加わり、実演者とし
ての学修を、別の形で活かしていける
ように導きたい。スタッフコースも、
専門分野での関連企業への進出はもと
より、共通専門能力を活用して、他分
野でも活躍できるようにしていきた
い。

演劇・ダンスを通じた想像力・創造力・
コミュニケーション力を育む「演劇教
育」分野については、学外公演やワーク
ショップ型授業の実施を通じて、学生が
ファシリテーター的役割を担う機会を設
けた。
その結果、ワークショップファシリテー
ターとして活動する卒業生・在学生も現
れており、一定の成果が認められる。
実演者のキャリア形成の多様化について
は、従来の就職支援に加え、舞台・映像
分野での活動実績を積むための学外公演
や発表機会の確保に取り組んでいる。海
外での活動実績を持つ卒業生も現れてお
り、今後はこうした成果の可視化を課題
としている。
また、映像学科とのコラボレーション授
業を開始・運営しており、分野横断的な
学修を通じた相互刺激と交流が生まれて
いる。
新たな分野である「オートメーション」
に関しては、関連授業を導入し、実演者
として培った学修成果を別の形で活用で
きる可能性を学生に提示した。現在は試
行段階であり、今後、教育内容の整理お
よび体系化を進める予定である。
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３つのポリシーを踏まえた学修成果の点検・評価【2025】
学位授与方針（ディプロマ・ポリシー） 教育課程編成方針（カリキュラム・ポリシー） 入学者選抜方針（アドミッション・ポリシー） 単位認定基準 進級基準 卒業（修了）認定基準 学修成果の測定方法 学修成果 学修成果を見て教育内容・方法の充実・改善案 進捗状況
　芸術・文化を多角的に理解し、作り
手、受け手が共に生きる力を増進する
創造的な出会いの場を、最新のテクノ
ロジーを視野に入れて構想・実現する
総合的プロデュース力を身につけ、か
つ卒業要件単位数124単位を修得し、
卒業研究の審査に合格した者に学士
（芸術）の学位を授与する。
　総合的なプロデュース能力を活用
し、社会に貢献する「総合イベントプ
ロデューサー」「コミュニティイベン
トプロデューサー」「アートイベント
プロデューサー」「キュレーター」な
どを目指せる人材を育成する。

　芸術･文化の領域で、作り手、受け
手がともに生きる力を増進する創造的
な出会いの場を、最新のテクノロジー
を視野に入れて構想・実現する総合的
なプロデュース能力の獲得を目指し
て、発想力の育成のための広範な知識
を修得し、並行して発想を実現できる
実践力を修練する。
　３年次には「卒業計画」、４年次に
は「卒業研究」が課され、各自のテー
マをもとに研究活動の結果を発表す
る。

　芸術計画学科では、芸術･文化の過
去、今、未来を多角的に理解し、作り
手、受け手が共に生きる力を増進する創
造的な出会いの場を、最新のテクノロ
ジーを視野に入れて構想・実現する総合
的なプロデュース力を身につけたいと思
う人物を求める。

【求める学生像】
・芸術・文化に興味を持ち芸術・文化が
展開される場に関わる意欲のある人物
・芸術や文化の力を使って、わくわくド
キドキする場の構想・実現を目指す人物
・芸術や文化の力を使って、積極的に社
会や地域の発展に貢献したい人物
・芸術や文化の力を使って、くらしの在
り方を創造的に作り変えることを目指す
人物

・大学全体として基準を定め、『学生
便覧』に記載している。
・芸術計画学科の必修科目等について
は、定期的に学科会議等で協議を行
い、単位認定基準について合意形成を
図っている。
・とりわけ、必修科目「社会連携プロ
ジェクト演習Ⅰ」「プロジェクト演習
Ⅱ」の9種に及ぶプロジェクトは芸術
計画学科における最大の学びの場とし
て重視している。またプロジェクト間
で成績評価基準に齟齬が生じないよう
に配慮し、相対評価から絶対評価へ、
そして担当教員の評価点を参考に学科
長に於いて最終評価をする方法を採用
している。

（エビデンス：『学生便覧』）

・各学年において適切な学修成果を得
るため、進級のための基準を学年ごと
に定め、「芸術計画学科進級要件」と
して『学生便覧』に掲載している。
・進級できなかった学生については、
それぞれ担当の専任教員を定め、次年
度の進級のための支援を行う体制を整
えている。
1年次→2年次：2年次の演習に向けて
学科の基礎的知識及び教養が修得でき
ているか。
2年次→3年次：演習等において、ディ
レクション及びプロデュースのスキル
が修得できているか。
3年次→4年次：卒業論文及び論文のプ
レゼンテーションに対して必要な専門
知識や実践スキルが修得できている
か。

（エビデンス：『学生便覧』）

・芸術計画学科開講の専門科目については、「必須科
目」「選択必須科目」ごとに卒業所要単位数を定め、
『学生便覧』に掲載している。
・2018年度のカリキュラム改訂では、「必須科目」の
所要単位数を増やすとともに、選択必須科目のカテゴ
リと所要単位数を見直して整理、それによってディプ
ロマ・ポリシーの「総合的プロデュース力」の獲得を
図った。その力が卒業論文・プレゼンテーションにお
いて、存分に発揮できているかを評価基準としてい
る。
・「卒業計画・研究」については、「卒業論文執筆の
手引き」として小冊子を作成して年度当初に配布、提
出物の分量・形式等についてガイドラインを定め、教
員・学生への周知をはかっている。

（エビデンス：『学生便覧』『卒業論文執筆の手引
き』）

・就職状況の調査
・学芸員、図書館司書等の資格取得状況
・卒業生の活動状況の把握
・学生満足度アンケート
・授業アンケート
・離学者状況
・「卒業論文・プレゼンテーション」に
ついては、各ゼミの担当教員が論文の採
点を実施した上で、それらの論文を基に
パワーポイントを使用した、プレゼン
テーションを芸術計画学科の全専任教員
に対して実施し卒業予定者による、グラ
ンプリ審査を行っている。そして学長
賞、学科長賞、研究室賞を選出し、卒業
証書授与式の日に学科において表彰を
行っている。

・2・3年次の必修科目「社会連携プロ
ジェクト演習Ⅰ」「プロジェクト演習
Ⅱ」の9種に及ぶプロジェクトは、学内
外問わず、作品展示や音楽フェス企画
運営サポートなど多岐にわたる。その
成果・報告は大阪芸術大学ウェブサイ
トに掲載しており、学外に向け発信し
ている。
・4年次の「卒業研究」の成果物はすべ
て、毎年2月に開催される「卒業制作
展」で展示・公開している。

AI（人工知能）が新しい時代の未来を
示す中、当芸術計画学科は以下のよう
な改善方針の元、教育内容の充実や方
法論の開発を図って行く。

・学科がアップデートを図る上で不必
要と思われる科目の廃止。
・学生のニーズや社会の動向をふまえ
た新科目を積極的に取り入れる。
・各学年における必須科目内容のアッ
プデート。
・複数学年がともに学び、討議をする
ことができるプロジェクト組成をふま
えた演習のあり方の考察。
・進級条件科目を見直し、学科基幹科
目をよりクローズアップさせる。
・科目名称を学生が内容をイメージす
ることができ、かつ対社会的にも響く
ネーミングの考察。
・社会の多様化に伴い「卒業計画」お
よび「卒業研究」の内容をブラッシュ
アップ。

キャラクター造形
学科

　漫画、アニメーション、ゲーム、フィギュア
アーツ各分野のクリエイターとして活躍でき
る能力を身につけるとともに、社会人として
必要なコミュニケーション、プランニング、プ
レゼンテーション、プロデュースの能力を身
につけ、かつ卒業要件単位数124単位を修
得し、卒業制作の審査に合格した者に学
士（芸術）の学位を授与する。
　「漫画家」「漫画原作者」「アニメ監督」「ア
ニメーター」「アニメ脚本家」「ゲームクリエイ
ター」「フィギュア原型師」「キャラクターデザ
イナー」「イラストレーター」などを目指せる
人材を育成する。

　漫画、アニメーション、ゲーム、
フィギュアアーツの各分野において、
魅力的なキャラクターを創造するため
に必要とされる物語や世界観を構築す
る方法論を身につけるとともに、アナ
ログとデジタル両方の表現技術を修得
し、自己のオリジナリティーを各分野
で発揮できる人材を育成する。
　４年次には、卒業作品の制作に取り
組み、卒業制作展において展示発表を
行う。

　キャラクター造形学科では、漫画、ア
ニメーション、ゲーム、フィギュアアー
ツの各分野でドラマやキャラクター表現
を通じて、多くの人々に感動を与える存
在になりたい人物を求める。

【求める学生像】
・学生時代を「能力と可能性を高め表現
力を鍛える時期」と捉え自己研鑽できる
人物
・自分の世界観を伝える技術、能力を高
め、社会的視野を広げたい人物
・キャラクター創造のための総合的な知
識・技術を身につけたい人物
・さまざまなメディアを使ったキャラク
ター・プロデュースに興味のある人物

　大学全体として基準を定め「学生便覧」に
記載している必須科目については定期的
に学科会議などで協議を行い、認定基準
についての合意形成を図っている。
　初年次必須科目として「キャラクター造形
基礎」「ストーリー演習」「キャラクター原論
Ⅰ」を設け、２年次からどのコースに進んで
も各分野で有効な表現手段となる基礎技
術と考え方を身につける学びを提供してい
る。
　また各コースごとに卒業必須科目として、
「構成の基礎」「造形芸術演習」「ゲーム概
論」「フィギュア制作論」「マンガ創作の表
現」「アニメーション技術演習」「漫画研究」
「アニメ総論」「ゲーム技術演習」を設け、各
分野ごとの技術、表現力をしっかりと身に
つけるように配慮して時間割配分をしてい
る。

　各学年において適切な学修成果を得
るため、学年ごとの進級基準を定めて
「学生便覧」に掲載している。
　学年ごとに各学年の必須科目をクリ
アできるよう指導している。
　各学年次ごとにその学年で提供され
る学びに見合った成果を完成させるべ
く、コースごとに課題を与えたり、成
果物を提出させることで学生自身が自
分自身の表現力の広がりを実感できる
よう指導している。
１年次は自らの伸びしろに気づき表現
の幅を広げる。
２年次は自らが実感できる技術と世界
観の広がりを身につける。
３年次は周囲の第三者へのアピールに
繋がる表現方法を身につける。
４年次は社会で通用する確かな技術
と、一般社会を魅了する個性の輝きを
具体的に表現する。
以上が学修成果として修得できている
かを進級基準とする。

　キャラクター造形学科の専門科目については各コースごとに卒
業所要単位を定め「学生便覧」に掲載している。
　成果物の良し悪しを数字で測定できない分野なので、客観的
判断に委ねるのは難しいが、各ゼミごとに卒業制作を篩にかけ、
学科全体として優秀作品を評価している。
　漫画コース：作品にストーリーの面白さに加え、描画力が十分
に備えられていること。いきいきとした表情、動きを充分に描きこ
なす力が求められる。ストーリーの構成力と画面の構図力、また、
近年では描画にはデジタルスキルが重要となっているため、デジ
タルスキル会得も含めた総合評価とする。
　アニメーションコース：クリエイターとして活躍できる能力を、制
作作品から評価する。作品制作においては、学年を重ねるごと
に創作における総合力が上がっているかを評価する。卒業制作
展等の上映会におけるアンケート等の観客の意見を評価の参考
とする。
　ゲームコース：ビデオゲーム内に登場するキャラクターの魅力を
研究・考案し、3D/2Dグラフィックや絵画や文章で表現し、商業
的で実践的な評価をする。考案した世界観やキャラクター設定
を基にキャラクターがビデオゲーム内で魅力的に表現ができて
いるかを評価する。
　フィギュアアーツコース：フィギュアの原型制作に必要な技術、
フィギュアのデザインや商品開発のアイデアの面白さ、制作した
フィギュアの造形的な完成度等で評価する。

　各分野（マンガ、アニメーション、
ゲーム、フィギュアアーツ）ごとに、ク
リエイターとして活躍するために必要な
表現方法に結びつく技術と企画力を身に
つけているか、を確認すべく、成果物を
評価している。
　表現に必要不可欠なデジタルスキル会
得も含めた綜合評価としている。また、
常に「公開すること（展示を含む）」を
意識しているかも確認している。
　学科内だけでの判断が全てではなく年
間通じて機会を見つけては各分野の社会
への窓口となる人々に学生の作品を紹介
している。
　漫画分野であれば、年に何度か大手出
版社の編集者を招き、有望な学生の作品
を触れてもらってデビューに繋げるよう
にしている。
　毎年在校生、卒業生を含め何名もがメ
ジャーデビューしている実績は、全国で
も飛び抜けている。

　１年次から３年次までの授業は全て
連動しており、年次ごとのステップ
アップが望める形となっている。
　４年次の卒業制作はその集大成と位
置づけている。卒業制作は学科内全
コースの教員により多角的な視野での
作品評価が行われ、成果物の質の向上
が達成されている。
　また各分野ごとの専門企業などとの
交流や、専門家からのアドバイスを受
ける場を積極的に設定しており、卒業
後の道へのスムーズな送り出しに結び
ついている。

学修成果を点数のみで評価できる分野
ではないので期待通りの成果があがっ
たかどうかを客観的に判断するのは難
しい面がある。
しかし、学生本人が「イメージを形に
する具体的方法がつかめない」「自分
の作品に自信が持てない」などと悩ん
でいる場合は、個別指導により自分の
可能性に気づく方向を「共に探る」と
いうスタンスで接している。
教員とは「作品が社会でどう受け止め
られるか」を学生に示す立場であると
いうことを肝に命じて接するよう努め
ている。作品をより多角的に捉える視
点を示すことは、教育内容の充実に繋
がる。

2年次の実習展示会「Q展」の担当教員を新た
に増やし、学生作品の発表の魅せ方を以前よ
り細かく指導した。
Q展で実際に制作された各コース2年生の作
品を見て、1年生はどのコースへ進みたいか
の参考にもなり、2年生には作品を創る所から
人に見られて発表するという意識を芽生えさ
せる。

次年度からのカリキュラム変更にて
・「アニメCG基礎」を新たに開講する。1年次
からもコースを問わず現代のキャラクター業界
の就職に役立つMayaやblenderのソフトを使
用し、専門的な分野を学べるようにする。
・「CG基礎演習」をアニメーションコース・ゲー
ムコース・フィギュアアーツコースの卒業必須
から外し、型にとらわれず自由に学べるように
し、名称を現在のCGや3D業界に合わせて
「3DCG基礎演習」と名称変更を行う。

また、学生のステップアップの為、「キャラク
ター造形基礎」「漫画制作実習Ⅰ」「漫画制作
実習Ⅱ」ではクラス数を増やし、学生に基本か
ら応用まで幅広く教える。

音楽学科

　音楽の基礎的能力をそなえ、社会の
動きやニーズを的確に把握し、音楽を
新しく捉え直す能力、また音楽の指導
者として教育現場で求められる適切な
能力を身につけ、かつ卒業要件単位数
124単位を修得し、卒業制作・卒業論
文の審査に合格した者に学士（芸術）
の学位を授与する。
　「作曲家」、「サウンドプログラ
マー」、「音響エンジニア」、「音楽
科教員」などを目指せる人材を育成す
る。

　音楽･音響デザインコースでは、作
曲や音楽作品の研究は元より、電子音
響音楽、音響システムデザイン、サウ
ンド・レコーディング、SR、楽器など
を研究し、音楽と音響を駆使して社会
に貢献できる人材を育成する。
　音楽教育コースでは、創造性をそな
え時代のニーズに即応する教育者を育
てることを目標とする。
　４年次には、卒業作品の制作、また
は卒業論文の執筆に取り組み、卒業制
作展において発表する。

　音楽学科では、いつの時代も人間社会
に潤いをもたらしてきた音楽の素晴らし
さや多様性を学び、新しい音楽の創造
者、音楽教育の指導者になりたい人物を
求める。

【求める学生像】
・音楽を通して美を追究する創造力のあ
る人物
・音響技術を駆使して音楽をより豊かに
したい人物
・既成概念にとらわれず音や音楽と向き
合いたい人物
・音楽教育の指導者として将来活躍した
い人物

・大学全体として単位認定基準を定
め、『学生便覧』に記載している。
・音楽学科のすべての科目について、
定期的に学科会議等で協議を行い、作
品や論文の独創性と完成度をどのよう
な尺度で評価するかなどの単位認定基
準について合意形成を図っている。
・とりわけ、初年次教育の要となる必
須演習科目である「音楽通論」等の音
楽共通基礎科目、卒業年次の必須演習
科目の「卒業制作」（音楽・音響デザ
インコース）は少人数クラス複数開講
のかたちをとって行き届いた指導がで
きるようにしていることから、「音楽
教育学演習2」（音楽教育コース）の
成果である卒業論文を含めて共通の試
験を行うなど、クラス間で成績評価基
準に格差や不公平が生じないように配
慮している。

（エビデンス：『学生便覧』、学科会
議議事録等）

・各学年において適切な学修成果を得
るため、進級のための基準を学年ごと
に定め、「音楽学科進級要件」として
『学生便覧』に掲載している。
・1年次→2年次：2年次以降の専門的
学修の基盤となる音楽の基礎的知識や
能力、あるいは、コンピュータ操作や
演奏等の技術が充分に修得できている
か。
・2年次→3年次：3年次から本格的に
始まる制作あるいは研究のために必要
な、作曲、テクノロジー、文化、演奏
等の専門的知識あるいは技術が充分に
修得できているか。
・3年次→4年次：4年次での卒業制
作、卒業論文に取り組むために必要な
専門的知識あるいは技術が充分に修得
できているか。

（エビデンス：『学生便覧』等）

・音楽学科開講の専門科目については、「必須科
目」、「選択必須科目」ごとに卒業所要単位数を定
め、『学生便覧』に掲載している。
・2022年度に音楽・音響デザインコースのカリキュラ
ムを一部改訂し、学位授与方針の中の「社会の動きや
ニーズを的確に把握」することにさらに沿ったかたち
で卒業を認定できるようにしている。
・「卒業制作」、「卒業論文」については、3年次の
「課題研究演習」（音楽・音響デザインコース）、
「音楽教育学演習1」（音楽教育コース）で研究の
テーマや方向性に関する指導をし、4年次では各授
業、および、音楽・音響デザインコースについては卒
業制作提出ガイダンスで、分量・形式等について学生
に周知し、その上に立って卒業を認定している。

（エビデンス：『学生便覧』、卒業制作提出ガイダン
スでの配布物、「音楽教育学演習2」での配布物等）

・卒業制作、卒業論文、および、音楽教
育コースについてはピアノ等の演奏実技
の評価も含めて各分野でスペシャリスト
として活躍するための専門知識や実践力
が身に付いているかどうかを評価。
・就職状況、教員採用試験合格状況の調
査。
・卒業生の活動状況の把握。
・各種コンクール等での受賞状況の把
握。

・音楽・音響デザインコースの卒業制
作、音楽教育コースの卒業論文につい
ては、担当教員全員で口述試験を行
い、学長賞および各賞を選定してい
る。その際の議論を通じて、卒業時に
おいて学生が身に付けるべき学修成果
について学科の教員間での合意形成が
図られている。卒業制作、卒業論文は
すべて、毎年2月に開催される「卒業制
作展」で展示・公開し、また、ピア
ノ・声楽・管弦打実技の成績優秀者
は、卒業演奏会に出演している。
・一定数の学生は音楽学科での学修成
果を土台として音楽関係の企業に就職
している他、個人として音楽活動をし
ている卒業生もいる。
・音楽・音響デザインコースでは毎年
数名程度、音楽教育コースではほぼ全
員が教員免許状を取得し、音楽教育
コースの卒業生の多くは、教員採用試
験に合格して教諭になるか、講師とし
て学校に勤務している。2019～2021年
度は各1名が4年次生のうちに教員採用
試験に合格している。

・音楽音響デザインコースにおいて
は、学修成果及びこれまでのコース独
自の研究や作品制作の手法をベース
に、実務経験者教員の指導によるプロ
フェッショナルの現場で必要とされる
実践的内容も充実させる。

・学修成果を確認しながら他学科との
コラボレーションや企画交流を増や
し、音楽学科だけで完結しない多様性
のある芸術創作の機会を増やす。

・音楽教育コースにおいては、小中高
等学校における音楽の授業だけを考え
るのではなく、本学の特性を生かし
て、諸教科、とりわけ他の芸術教科と
の関係の中に音楽教科を位置づけ、さ
らには、それを越えて、諸芸術の一つ
という捉え方で音楽を教育できる人材
の育成を目指す。

・音楽音響デザインコースにおいては令
和７年度、音響エンジニアとして国家資
格舞台機構調整技能士3級の合格率９６％
と成果を上げている。（２６名の受験者
数うち２５名の合格）また２級合格者な
どは在学中から自ら音響会社を立ち上げ
るなどアントレプレナー精神も着実に
育っている。また入学時に楽典なども
しっかりと学んでくる学生も多くなって
おり、全体的な基礎科目の底上げにも成
果が現れている。

・音楽教育コースにおいては、4年次生の
うちの2名が教員採用試験に合格してい
る。しかし、全体のレベルが上がってい
るかというと、必ずしもそうは言えない
面もあって、卒業後は児童生徒を教える
立場になるのだという自覚を持って大学
での学修に励むような方向づけが必要で
あると考えている。

芸術計画学科

・本年度は、2024年度に行ったカリキュ
ラム改訂に伴い、1･2年次の新カリキュラ
ムと3･4年次の旧カリキュラムが併存した
状態にあるが、新旧カリキュラムともに
「3つのポリシー」に変更はないので、履
修者に不利益が生じないよう心掛けた。
特に新カリキュラム「社会連携プロジェ
クト演習Ⅰ」と旧カリキュラム「プロ
ジェクト演習Ⅱ」では授業時間数に違い
があるため、2年次生の役割と3年次生の
役割を明確にするよう努めた。
・上記「社会連携プロジェクト演習Ⅰ」
「プロジェクト演習Ⅱ」は学科の根幹を
なす必修科目であるため、学生の自主性
を重んずるとともに、社会の中でのプロ
ジェクトのあり方を体験学習する機会を
設けて学修内容に対する学生の自覚を促
し、総合的プロデュース力の育成を図っ
た。
・「卒業研究」（旧カリキュラム）に関
しては、担当教員の指導のもと卒業論文
を執筆し、学生各自が研究内容に関する
プレゼンテーションを行って、自身の研
究に対する自覚を促した。
・「卒業計画」（新カリキュラム）に関
しては、社会の多様化に即したプロ
デュース力の育成という学科の根本的な
方針に則り、これまで卒業時に学生全員
に課していた「卒業論文」の執筆を、
「企画書」「研究論文」「報告書」から
の選択制とし、学生各自の関心と資質に
応じたスタイルの構築を心掛けた。
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演奏学科

　音楽ジャンルが多様化する現代にお
いて、実技レッスンを通して、各々の
専門分野の研究に加え、さまざまな音
楽を研究するとともに知識・技術・感
性を身につけ、かつ卒業要件単位数
124単位を修得し、卒業演奏の審査に
合格した者に学士（芸術）の学位を授
与する。
　「演奏家」、「トレーナー」、そし
て、音楽の良き理解者として「音楽科
教員」、「音楽講師」などを目指せる
人材を育成する。

　実技レッスンを通して各分野の知識
と演奏技術を修得することはもとよ
り、学内外公演を取り入れた特色ある
カリキュラムにより実践的に演奏研究
を重ね、知識と技術をバランス良く身
につけた演奏家の育成を目標とする。
　４年次には、卒業演奏が課され演奏
会にて成果を発表する。

　演奏学科では、「クラシック」「ポ
ピュラー」それぞれのジャンルで演奏家
や指導者、又音楽のよき理解者として社
会で活躍できる人間味豊かな人物を求め
る。

【求める学生像】
・音楽の各分野における知識や技術を修
得したい人物
・奏者としての感性や表現力を磨きたい
人物
・演奏研究を学ぶことに興味・意欲のあ
る人物
・音楽に対して情熱と愛情を持つ人物

・大学全体として単位認定基準を定
め、『学生便覧』に記載している。
・演奏学科の必修科目等については、
定期的に学科会議等で協議を行い、単
位認定基準(各授業に適した表現力・
理解力など評価の観点・尺度等）につ
いて合意形成を図っている。
・必修科目の重要な要となる「ピアノ
実技」「声楽実技」「管・弦・打実
技」「ポピュラー音楽実技」「ポピュ
ラー音楽実習」は前期・後期の最終週
に実技試験を行い複数の教員によって
採点している。また最終学年次の必須
科目「卒業演奏」は、先ずクラシック
音楽・ポピュラー音楽の２分野に分か
れて審査している。
また「基礎和声法」「ソルフェー
ジュ」「コード理論」など基礎科目に
ついては学生のレベルにあわせてクラ
スを振り分け、前期・後期最終週に共
通試験を実施することによりクラス間
で格差や不公平が生じないように配慮
している。

・各学年において適切な学修成果を得
るため、進級のための基準を学年ごと
に定め、「演奏学科進級要件」として
『学生便覧』に掲載している。
・1年次→2年次：2年次以降の専門的
学修の基盤となる演奏実技に関する知
識と技術（専攻分野の実技レッスンと
試験）や音楽の基礎的な知識をはじめ
とする専門教育科目と教養科目が充分
に修得できているか。
・2年次→3年次：3年次からより技術
の向上や研究を深めていくことに先
立って、幅広く演奏の諸分野（曲の解
釈・詩や曲の背景の読み解き・アンサ
ンブル等）についての専門的な知識を
はじめとする専門教育科目と教養科目
が充分に修得できているか。
・3年次→4年次：4年次での「卒業制
作」に取り組むために必要な演奏技術
と専門的知識をはじめとする専門教育
科目や教養科目が充分に修得できてい
るか。

・演奏学科開講の専門科目については、「必須科目」
「選択必須科目」ごとに卒業所要単位数を定め、『学
生便覧』に掲載している。
・卒業必須となる「卒業演奏・制作」については、年
度の終わりにクラシックとポピュラーに分けて演奏会
を開き、それぞれの主専攻分野での演奏・作品を発表
する。成績優秀者による演奏会や各都道府県の新人演
奏会への選出も兼ねているため、クラシック・ポピュ
ラーの2分野に分かれて作品発表を行い、各分野にお
いて専攻に関わらず専任教員全員で審査するなどのガ
イドラインを定め、各々の学生の演奏技術や表現力を
評価している。

「卒業演奏会」「新人演奏会」などコン
サートにおける演奏技術に加え、「吹奏
楽団」「合唱団」「個人レッスン」など
の指導者・トレーナーとしての資質な
ど、各分野でスペシャリストとして活躍
するための専門知識や実践力が身につい
ているかどうかを評価
・就職状況の調査
・教職、図書館司書等の資格取得状況
・卒業生の活動状況の把握
・各種コンクール等での受賞状況

・「卒業演奏・制作」については、教
員が採点し成績優秀者を選出。それら
の演奏・作品を「卒業演奏会」におい
て学外のホールで発表し世に発信す
る。
・多くの学生は演奏学科での学修成果
を土台として「びわこホール声楽アン
サンブル」「劇団四季」などの各種団
員として就職、又、プロオーケストラ
正団員やエキストラとして活躍する
他、ライブハウスやコンサートに出演
する卒業生も数多い。小中高校の音楽
科教員として勤務する者もいる。
・卒業後まもなくメジャーアーティス
トとしてソリストデビューをはたした
学生もいる。
・毎年10名程度の学生が教員資格免状
を取得している。

・現在、オーケストラにおける演奏員
（客演を含む）・オペラ団体における
演奏員（客演を含む）・ミュージカル
団体における団員、ポピュラー音楽演
奏団体における演奏者、合唱団や演奏
団体における伴奏ピアニスト、など、
各種演奏団体において活動する卒業生
も多い。このように社会のニーズに対
応できるレベルの高い演奏力を導く授
業を目指す。

・公、私立中学および高等学校音楽科
教師、吹奏楽団体のトレーナー、合唱
指導者、ピアノ指導者、管楽器指導
者、声楽指導者、ポピュラー音楽指導
者、DTM指導者、作・編曲指導者な
ど、音楽関連に関する様々な団体や教
育施設において、優れた指導者として
活動できる技術力・教養を育む指導を
目指す。

在阪のプロオーケストラを初めとする定
期演奏会のエキストラや正団員として活
躍する者も多い。
新国立劇場オペラ研修所、びわ湖ホール
声楽アンサンブル、神戸室内合唱団、オ
ーケストラ、吹奏楽団、
劇団四季の団員などプロの演奏団体で多
くの卒業生が活躍している。
　
著名なライブハウスやホールなどに出演
するほか、録音やセッションのバンドメ
ンバーとして活躍する卒業生も多い。
海外に留学しプロのピアニストとして研
鑽を積む卒業生や、声楽家として研鑽を
積む卒業生などが多くいる。
教員採用試験に現役合格し春から正教員
として採用された卒業生が複数いるほ
か、
多くの教育現場で教員として従事する卒
業生も数多い。

初等芸術教育学科

　芸術を通してこころを感じ取る感性
を身につけ、子どもの育ちを援助した
り、こころを癒すことのできる能力を
身につけ、かつ卒業要件単位数124単
位を修得し、卒業研究・論文の審査に
合格した者に学士（芸術教育）の学位
を授与する。
　子どもの良き理解者となる「保育
士」、「幼稚園教諭」、「小学校教
諭」を目指せる人材、また「支援教
育」や「福祉」の領域において芸術療
法などを用いこころの「癒し」を援助
する人材を育成する。

　１年次に、「体験演習」により、全
員が初等教育と芸術療法の基礎を体験
的に学ぶとともに、教員免許取得科目
を基礎的科目から履修する。
　２年次より、小学校各教科、保育
所、幼稚園の指導方法及び、芸術療法
関連科目を学ぶ。また、「こどもふれ
あい体験実習」で、教育・福祉の現場
体験を行い、演習科目を中心に実践的
内容を学ぶ。
　３年次には、演習Ⅱで卒業研究に向
けての基礎的な取り組みを進めるとと
もに、教科指導法を中心に模擬保育・
授業を通してより実践的な学びを深め
る。
　４年次では、教育実習、教職実践演
習、卒業研究・論文を通じて、対人援
助職の資質を磨く。

　初等芸術教育学科では、美術や音楽、
芸術療法等の学びを通して子どもに「生
きる力」を育むことのできる教育者を育
成する。そんな力を身につけて社会で活
躍したい人物を求める。

【求める学生像】
・子どものこころを感じる力をもった保
育士、幼稚園・小学校教諭になりたい人
物
・芸術療法の基本や考え方を勉強してみ
たい人物
・芸術を通して、人間同士のこころの絆
を深めるかかわりを築いていきたい人物
・教育現場の諸課題に対して、主体的に
対応できる力を身につけたい人物

・（大学全体として基準を定め、「学
生便覧」に記載している。
・初等芸術教育学科においては、年度
終わり年度初めの学生へのガイダンス
準備期間に１年間の必修・専門教育・
自由選択科目履修について確認作業を
行っている。
・また、単位認定が微妙な学生につい
ては、複数教員で判定前に合議を行う
ようにしている。
・学科の会議においても情報をオープ
ンにし、評価会議による協議の上単位
認定している。
・必修科目の講義科目については、授
業への取り組み姿勢やレポート課題な
どで理解度をはかり、認定している。
・必修科目の演習・実習科目について
は授業へのかかわり方や授業で学んだ
専門性の習熟度をレポート課題や作品
などで評価し、認定している。

（エビデンス：「学生便覧」）

・全体に教職課程を含むため、基礎的
な能力、技能と基礎的な体験を含む演
習を進級要件に明確に位置づけその基
準をクリアできない場合は進級を認め
ない歯止め措置を取っている。
１年次→２年次
「体験実習」専門分野を４つに分け、
教育現場での見学や体験に取り組む姿
勢などで評価
「芸術教育論」普段の授業への取り組
み姿勢や試験、レポート課題などで理
解度を図り評価
「初等教育論」毎回の感想文で学修の
確かめを図り、レポート課題や発表な
どで理解度を図り評価
２年次→３年次
「演習Ⅰ」それぞれの専門分野を学
び、専門性を高めることができたかを
レポート課題や作品で評価
３年次→４年次
「演習Ⅱ」研究成果や作品制作、プレ
ゼンテーション能力により最終学年の
「卒業研究・論文」に向けて力がつい
ているかなどを総合的に評価
また、それに関連する科目について
は、最低単位数を明記しその双方を基
準としている。

（エビデンス：「学生便覧」）

・初等芸術教育学科では、教養科目（２０単位以
上）、専門教育科目（８６単位以上）、自由選択科目
（１８単位以上）ごとに必要単位数を定め「学生便
覧」に掲載している。
・卒業必須となる「卒業研究・論文」については、年
間を通じて作成し（１２０００字以上）、１２月に卒
論発表会を実施し、卒業制作展の期間に一般にも公開
している。専任教員をはじめ、３年次生、通教生、保
護者に要約された抄録集を配布し、卒展期間中にその
取り組みをポスターセッションとし展示している。評
価については発表内容や方法、抄録を基に研究成果や
取り組みについて、各専任教員が全員の論文を審査・
採点し、最高点と最低点を除いた点数を平均点で評価
し、認定している。

（エビデンス：「学生便覧」）

・保育、教育実習の取り組み状況と評価
内容。（教育現場での報告書並びに実
績）
・保育士資格、幼稚園教諭１種免許取得
状況、小学校教諭免許１種取得免許要件
科目の状況の把握。
・学校図書館司書、司書等の資格取得状
況。
・地域ボランティア等の実施状況。
・教育現場の就職状況。
・学生満足度アンケート・授業アンケー
ト以上の状況を把握し、教員間で情報共
有を行い成果の実際をつかんでいる。
・教職課程履修カルテによる自己評価と
教員による評価

（エビデンス：「免許・資格取得数」
「就職状況表」その他のアンケート結
果）

・教員免許状取得数。
・教職課程設置学科であるので保育所
並びに福祉施設への就職数。
・幼稚園、小学校への就職数。
・教員採用試験合格者数。
・一般企業就職数。

（エビデンス：教員免許授与数、保育
士資格取得者数、教員採用試験合格者
数、就職者一覧）

・教員養成課程における社会性やコ
ミュニケーションスキルを身に付ける
手立てを位置付ける。
・幅広い芸術体験や芸大でしか学べな
い教養を身に付けさせる。（演奏学
科、舞台芸術学科との交流。）
・公立学校教員採用数の増加をめざす
為、教職教養演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの見直し
と配列の充実を図る。（令和６年度よ
り実施する。）
・具体的なボランティア活動の充実を
図り「子どもとの関わり」を更に増や
す手立ての工夫を行う。（キッズアー
トカレッジ・アートの森での実践を深
める。）
・保育士課程に絡んで「福祉」との接
続を強化していく。（福祉施設ボラン
ティアの実施。）
・「芸術の専門性」「療法の学び」
「演劇からの学び」を核として学習内
容の再構成を行い、令和６年度から年
次進行で取り組みを進めていく。

 教員としての資質・能力の育成は、日々
の授業の中で育まれる。対話的な授業の
形や発表や討論を大切にした授業作りが
少しづつ進んできた。このことにより、
自己表現する力やプレゼンテーション力
の育成につながっている。また、「演劇
的手法の学びを」各学年に位置づけ、舞
台芸術学科の先生方の指導の元、人と人
とを繋ぐ方法や自分を開示することで自
信が生まれてきている。今後、継続的に
発展させたい。教員採用実績では、学科
内の２～３年生に実施している教職教養
演習の繋がりがようやく実を結びはじめ
４回生５名の現役合格者と３回生８名の
合格者を出すことができた。現役合格者
の数を増やしていきたい。子どもとの関
りについては、地域活動「アートの森」
学内活動「キッズアートラボ」や「こど
もぞうけい展」において多数の学生が参
加して良い関りを持つことができた。指
導も含めて「こども」との接し方や言葉
がけの大切さを学ぶことができた。教員
育成の使命と現代課題を含めた新たな課
題に対して取り組みを進めることが今強
く求められる。カリキュラム等について
も点検評価を行い暫時、修正を行ってい
きたい。

各学年の進級要件の詳細は学生便覧に
記載された通りであるが、単位認定基
準に基づいて、アートサイエンスの構
想力（発想力、論理的思考力、表現
力）の視点から次の基準を満たすこと
により進級可能である。
◯１年次から２年次への進級：
構想力全般の基礎を学び、表現力＋論
理的思考力及び表現力＋発想力が身に
ついているか
◯２年次から３年次への進級：
３・４年で進みたい専門分野の基礎を
学修するための表現力＋論理的思考力
が身についているか、表現力＋発想力
がさらに進化しているか、かつ構想力
全般の基礎が身についたかを見る
◯３年次から４年次への進級要件：
構想力に富んだアートサイエンス作品
を制作できるスキルを身につけている
か、

アートサイエンス学科の必須科目・選択必須科目・卒
業に必要単位数は学生便覧に掲載している。アートサ
イエンスの構想力（発想力、論理的思考力、表現力）
の基礎から応用までを1年から4年の間で段階的に学修
し、自らの発想力、芸術的表現力と科学技術の論理的
思考力を融合させ、芸術と科学に関わる境界領域を開
拓できる構想表現能力を修得できているか、また文理
芸融合的な視点を持ち、新しい価値を創造するスキル
を身につけているか、従来の作品や研究・技術との違
いが明確に書かれ、新規性が少なくとも１つ以上ある
か、を卒業制作の作品や論文等により判断する。
2023年度からは、アートサイエンス作品の7分類の中
から複数のカテゴリを選ぶことを許し、新たに8番目
のカテゴリに分類されるかもしれない作品の制作も認
め、上記の新規性が少なくとも１つ以上あるかを判定
基準とする。

アートサイエンス
学科

　自らの発想力、芸術的表現力と科学
技術の論理的思考力を融合することに
よって、芸術と科学に関わる境界領域
を開拓できる構想表現力を修得する。
これらに基づいて、情報と人間や社会
が複雑に絡み合って生じる諸問題を解
決し、文理芸融合的な視点から新しい
価値を創造するスキルを身につける。
かつ卒業要件単位数124単位を修得
し、卒業制作・論文に合格した者に学
士(芸術)の学位を授与する。
　「IT社会デザイナー」、「メディア
アーティスト」、「UXデザイナー」、
「デザインプログラマー」などを目指
せる人材を育成する。

　１年次では、自らの発想力、芸術的
表現力、科学技術の論理的思考力を融
合するためにアートサイエンスに関す
る芸術的な造形表現、作品を表現する
ためのプログラミングと設計、および
先端科学技術の基礎を学ぶ。これらに
よって、文理芸融合的な構想表現の基
礎を学ぶとともに、実社会とつながっ
た制作活動を実践するために、産学連
携イベント企画にも参画し、クリエイ
ターに必須な基礎的知識・技能を身に
つける。
　２年次では、アートサイエンス作品
の構想表現力を身につけるために、人
工知能、ロボット、バーチャルリアリ
ティ（VR/AR/MRなどが進化した最先端
XRを含む)、グラフィックス、先端デ
ザイン及びアートエンターテインメン
トに関する映像サウンドの基礎を学修
する。産学連携イベントに参画するだ
けでなく、国内外の最新アートサイエ
ンス動向も学修し、アートとサイエン
スの境界領域の実体験を深める。
　３年次では、個々の得意分野を活か
したチームあるいは個人によるアート
サイエンス作品制作・研究を実践し、
文理芸融合的な視点から構想表現力豊
かな作品を創造して社会へ発信する。
　４年次には、卒業作品の制作に取組
み、多様な文理芸融合領域に対して高
い専門性を活かしたアートサイエンス
作品を制作・追究し、卒業制作の展
示・論文発表を行う。
　１～２年次の基礎ゼミ、３～４年次
のラボ演習、４年次の卒業制作といっ
たクラス担任制の下で学修する。

　アートサイエンス学科では、芸術的で
新しい表現や創造に興味があり、科学技
術との融合によって芸術に関わる境界領
域の開拓を志す人物を求める。

【求める学生像】
・独自の個性や新しい事柄への好奇心が
うかがえる人物
・アートサイエンスに興味があり自由な
発想ができる人物
・いままでにない表現や“ものづくり”
に興味のある人物
・楽しさや豊かさを考え、自ら問題提起
して解決する意欲のある人物

アートサイエンス学科の教育目標は、
アートとサイエンスとテクノロジーの
知識・技能に加え、それらを統合し
て、新しい価値を創造する構想力を修
得し、ソーシャルアートを主眼とする
アートエンターテインメント領域と先
端デザイン領域の２領域および融合領
域において、新しい社会を先導する
アートサイエンス・クリエータを育成
することにある。
・この目標を達成するために、専門教
育科目（必須科目、選択必須科目）の
単位認定には、アートサイエンスの構
想力（発想力、論理的思考力、表現
力）いかに伸ばすかという点に重点を
おいて、各科目の履修単位認定基準を
設定している。
・週１回程度で学科会議を開催し、学
生の進捗状況、理解状況などを教員で
情報共有している。
・特に、担任制の科目「基礎ゼミI(1
年生)]、「基礎ゼミII(２年生)]、
「ラボ演習I(3年生)]、「ラボ演習
II(4年生)]は学生指導についての様々
なトライアルの企画とその実施結果を
評価する場と位置付けて、随時別会議
を開催している。
2023年度は、2021年入学者（新カリ
キュラム）が3年生に2020年入学者
（旧カリキュラム）が4年生になるた
め、ラボ演習I/IIで所属するラボをこ
れまでの６ラボ（旧カリキュラムの学
生だけ）から４ラボ（新旧カリキュラ
ムの学生が混在）に減らした。できる
だけアートサイエンス作品の7分類を
反映した作品が出やすくなるように工
夫し、概要だけでなく新規性がどこに
あるかの基準を追加し、作品研究のオ
リジナリティを明確に判断できるよう
にした。
2024年度は、2021年入学者（新カリ
キュラム）が4年生になるため、ラボ
演習I/IIで所属するラボを昨年度同様
に４ラボで実施した。アートサイエン
ス作品の7分野を反映した作品が出や
すくなるように、ラボ演習Iでは3年生
時点で卒業制作のための一連の基本手
順を学び、作品展示とレジュメを提出
する課題を加えた。4年生は卒業制作
を教員からの指導時間を増やすために
コマなし授業からコマあり授業に変更
した。

教育目標は、アートとサイエンスとテク
ノロジーの知識・技能に加え、それらを
統合して、新しい価値を創造する構想力
を修得し、ソーシャルアートを主眼とす
るアートエンターテインメント領域と先
端デザイン領域の２領域および融合領域
において、新しい社会を先導するアート
サイエンス・クリエータを育成すること
にある。
１年次から４年次に段階的にアートサイ
エンスの構想力を身につけるために、企
業などと連携して、産学連携によるアー
トサイエンス作品を対外的に展示するこ
とや、それ以外に、自らの構想で製作し
た作品や研究成果を含めて、学外の公式
展示発表イベントに応募する、または学
会に発表するなどの自己研鑽活動を指
導・推進する。また学修成果が学内だけ
でなく、学外からも測定できる仕組みを
取り入れている。

・「卒業制作」は、口述試験だけでな
く、卒業制作展示会（2月開催）を実施
している。
・各ラボの教員が選定委員会を開い
て、学科の上位作品を選定し、1位には
「学長賞」、2位には「学科賞」、各ラ
ボの優れた作品には「優秀賞」を授
与。2022年度は学長賞１件、学科賞1
名、優秀賞7件9名（内１件3名連名の
チーム）を教員が学科会議で選別し
た。2024年度は、学長賞１件、学科賞
１件、優秀賞5件を教員が学科会議で選
別した。2025年度は、学長賞１件、学
科賞１件、優秀賞3件を教員が学科会議
で選別した。
・対外的な公式展示発表イベントで
も、東京国際プロジェクションマッピ
ングアワードVol.7、International
Student Creative Award (ISCA、大阪)
2022 デジタルコンテンツ部門で受賞し
ている。2023年度は東京国際プロジェ
クションマッピングアワードVol.8 同
部門でビックサイト賞を受賞。2025年
度は東京国際プロジェクションマッピ
ングアワードVol.10 同部門で審査員特
別賞を受賞。
・学科として、コロナ禍明けのアルス
エレクトロニカ・フェスティバル（リ
ンツ、オーストラリア）に初めて展示
参加し、国際感覚を醸成する施策も実
施できた(2023年9月)。2024年度はアル
スエレクトロニカ・フェスティバルの
アルスエレクトロニカ・キャンパスに
応募・採択され、作品3点を展示した。
2025年度はアルスエレクトロニカ・
フェスティバルのアルスエレクトロニ
カ・キャンパスに採択され、作品１点
を展示した。
・進路では、UXデザイナー、デザイン
プログラマー、エンターテインメント
エンジニアなどのアートとテクノロ
ジーが融合した業種に就職するだけで
なく、テクノロジー色が強いSEや技術
系の業種に就職する場合もある。さら
に大学院などに進路を選ぶ者も毎年数
名いる。

卒業制作の優秀作品、及び対外的な公
式展示発表イベントの受賞作品を通じ
て、アートサイエンスの構想力（発想
力、論理的思考力、表現力）に富んだ
アートサイエンス作品として、次の７
つのカテゴリに分類し、オリジナリ
ティと
メッセージ性の高い作品、チームワー
ク力を高める方法について、学科会議
等で議論し、その結果を各教員の授業
科目に反映させ、特に、プロジェクト
1、プロジェクト２などの産学連携の
プロジェクトのテーマやアートサイエ
ンス構想基礎や基礎ゼミIIのグループ
討論や自らの創造活動を促進するため
に必要となるファンド獲得などのスキ
ル修得に反映している。2023年度から
はコロナ禍で未実施にならざるを得な
かった、国際的な交流を通じて国際感
覚を醸成する施策も実施していくこと
を中長期的に継続し計画している。
2023年度は学科として、コロナ禍明け
のアルスエレクトロニカ・フェスティ
バル（リンツ、オーストラリア）に初
めて展示参加し、国際感覚を醸成する
施策も実施できた(2023年9月)。2024
年度もアルスエレクトロニカ・フェス
ティバルのアルスエレクトロニカ・
キャンパスに応募・採択され、作品3
点を展示した。2025年度もアルスエレ
クトロニカ・フェスティバルのアルス
エレクトロニカ・キャンパスに採択さ
れ、作品１点を展示した。次世代の
テッククリエイター発掘を推進するS
×PARKクリエイティビティ部門の展
示・審査が万博会場で開かれ、準グラ
ンプリを受賞した。
【アートサイエンス作品の７分類】
(1) 社会に新しい価値を与えるアート
サイエンス
(2) 地球・社会環境を考えるアートサ
イエンス
(3) 「誰もができる」をめざすアート
サイエンス
(4) 想像力を掻き立てるアートサイエ
ンス
(5) 自律・遠隔操作で動くロボティッ
クなアートサイエンス
(6) 美しさ、感動、驚き、意外性を感
じてもらえるアートサイエンス
(7) ワクワクして楽しくなるアートサ
イエンス

・「学修成果を見て教育内容・方法の充
実・改善案」についての進捗状況では、
2025年度は2024年度に引き続き、アルス
エレクトロニカ・フェスティバルに参
加。2024年度から公募となったアルスエ
レクトロニカ・キャンパスに応募し、世
界37大学（シカゴ大学、国立シンガポー
ル大学など）の中に選ばれ、アートサイ
エンス作品分類の(1)(2)(4)を網羅した作
品コンセプトを提案し採択された作品1点
を展示した。
・卒業制作では、2025年度は、学長賞１
件、学科賞１件、優秀賞3件を教員が学科
会議で選別した。
・対外的な公式展示発表イベントでも、
2053年度は東京国際プロジェクション
マッピングアワードVol.10 で審査員特別
賞を受賞した。
・学修成果として、上記の通り、2025年
度はアルスエレクトロニカ・フェスティ
バルのアルスエレクトロニカ・キャンパ
スに応募・採択され、作品1点を展示し
た。次世代のテッククリエイター発掘を
推進するS×PARKクリエイティビティ部門
の展示・審査が万博会場で開かれ、準グ
ランプリを受賞した。
・関西テック・クリエイター・チャレン
ジでも1年生が採択され、優れた技術と実
績をもつ
プロジェクトマネージャーからハンズオ
ン・サポートを受けた。
・これによって、作品展示だけでなく、
イノベーションテクノロジーへ貢献でき
る人材が育成できつつある。
・進路では、アート系とテクノロジー系
の就職だけでなく、大学院前期課程に2
名、学科として、後期課程に1名が進学し
た。

"

5/6



３つのポリシーを踏まえた学修成果の点検・評価【2025】
学位授与方針（ディプロマ・ポリシー） 教育課程編成方針（カリキュラム・ポリシー） 入学者選抜方針（アドミッション・ポリシー） 単位認定基準 進級基準 卒業（修了）認定基準 学修成果の測定方法 学修成果 学修成果を見て教育内容・方法の充実・改善案 進捗状況

大学院

　芸術理論研究及び芸術創造について
高度な専門性が備わり、研究者及び芸
術家として自立し得る能力を学修する
ことを求める。所定必要単位数を修得
した上で、研究指導教授による研究指
導を得て、学位（修士・博士）論文、
学位（修士）作品を提出し、かつ審査
及び最終試験に合格した者に学位を授
与する。

　建学の精神をふまえ、博士課程前期
課程に「芸術文化学専攻」及び「芸術
制作専攻」、そして博士課程後期課程
に「芸術専攻」を設置し、相互の啓発
的な緊張関係の維持と連携を推進す
る。
　教育課程の編成においては、各々の
専門研究領域を軸としつつ領域間ある
いは専攻間の横断的な科目履修を奨励
し、高度な芸術創造及び独創的創作活
動が可能となるよう配慮する。

　芸術理論研究及び芸術創造の鍛錬に必
要な専門知識・思考力及び技術を修得し
ているかどうかを評価基準とし、研究計
画・作品提出、筆記試験・面接試問・実
技等により審査する。

大学院全体として単位認定基準を定
め、『学生便覧』他に記載している。
学生はそれぞれの研究領域の「研究演
習」科目（博士課程前期課程）または
「研究」科目（博士課程後期課程）を
軸に、所定の単位を修得する。博士課
程前期課程では両専攻共通の科目を設
定、異なる研究領域の科目についても
履修可能としている。博士課程後期課
程では研究分野により修得単位数は異
なる。

（エビデンス：『学生便覧』、大学院
ウェブサイト）

進級基準は特にないが、修了年度まで
に学生は各自が一つの「研究演習」科
目（博士課程前期課程）或いは「研
究」科目（博士課程後期課程）を選択
し、2年間（前期課程）或いは3年間
(後期課程)継続履修しなければならな
い。各年度における授業科目の履修
は、研究指導教授の指導を受けた上で
履修科目を決定する。各年度の「研究
計画書」及び「研究概要報告書」を、
研究指導教授の指導を受けて提出す
る。

（エビデンス：『学生便覧』、大学院
ウェブサイト）

各専攻（博士課程前期課程）、及び各研究分野（博士
課程後期課程）について必要な修了所要単位数を定
め、『学生便覧』他に記載している。加えて各専攻及
び各研究分野における学位論文作品の評価基準、学位
論文（作品）提出要領を定め、『学生便覧』他に記載
している。
修了年度には各学位（博士・修士）論文・作品題目届
を提出する。
博士課程後期課程では芸術文化研究分野の学生は学位
（博士）論文研究発表会で中間発表を行い、芸術制作
研究分野の学生は学位（博士）論文予備審査を受け合
格しなければならない。

（エビデンス：『学生便覧』、大学院ウェブサイト）

各専攻及び各研究分野について、学位論
文、学位作品の審査委員会による審査及
び最終試験を、公開による口頭試問によ
り行う。その結果と所定必要単位の修得
状況について、学位（修士）論文・作品
については各専攻の合同審査会、学位
（博士）論文については芸術文化学研究
分野の合同審査会、芸術制作研究分野の
分野別審査会・合同審査会による審議を
経て、最終的に大学院委員会及び芸術研
究科委員会において修士あるいは博士の
学位授与の可否を審議・決定する。
学修成果の測定のため、以下の項目につ
いて毎年調査してデータを蓄積し、それ
に基づいて教育内容・方法の充実・改善
を検討する。
・学位の授与者数
・専修免許等資格取得状況
・在学生・修了生による学修成果の発
表・公開、社会的活動等の状況

学位（修士・博士）論文を大阪芸術大
学図書館に保存し、大学の教育、研究
並びに広報を目的とする閲覧、複写を
可能とする。博士学位論文と審査結果
の詳細は冊子及び大学院ウェブサイト
で公開、修士学位論文の要旨及び修了
作品の一部も同ウェブサイトで公開し
ている。学位（修士・博士）論文の一
部を大学院紀要『藝術文化研究』に発
表することができる。学位（修士・博
士）作品については、学内外で修了作
品展（造形系）及び修了作品発表会
（動態系・音楽系）を開催するととも
に、『芸術制作修士・博士作品集』を
発行している。
前期課程・後期課程それぞれの状況を
確認しつつ、教育内容・方法の充実・
改善をはかっていく。

・大学院ウェブサイトをより充実した
ものにして、必要且つ正確な情報を発
信していく。
・2018年度より留学生の出願資格審査
に日本留学試験（EJU）を導入して以
来留学生の日本語能力が改善された
が、入学後にその能力をさらに向上さ
せていく対策を講じる。
・各学生自身の研究／作品に関わる言
語表現能力を向上させる工夫をしてい
く。
・前期課程では学部からの内部進学
者、後期課程では前期課程からの内部
進学者を継続的に受け入れ、指導の一
貫性及び学生間の連携を図っていく。
・同時に他大学／社会人入学者に広く
門戸を開いて、学生間の学修意欲を高
めていく。

・大学院ウェブサイトに関して若干の更
新を行い、より正確な情報を掲載した。
今後さらに本格的な見直しを行う予定で
ある。
・留学生が研究を進めるうえで必要な日
本語能力を確実なものとするため、専門
の教員を配置し、必要に応じて授業内で
日本語能力向上のための指導を行ってい
る。
・大学院の運営を円滑かつ安定的に行う
ためのワーキンググループを発足させ、
カリキュラムや入試等に関する検討を随
時行う体制を整備した。

（カリキュラム改訂）
セメスター制の徹底、学びの構造の明確
化、写真領域の分離・独立、講義科目の
整理・統合、「制作理論演習」の拡充等
を柱とするカリキュラム改訂を行い、
2026年度入学生より実施する。
（2025.12.21）

〈芸術専攻〉
　各研究分野（芸術文化学・芸術制
作）における高度な理論構築力・制作
技術にもとづき、個々の研究活動・創
造活動を広く社会に発信するととも
に、新たな芸術文化を牽引する指導者
となりうる能力を養成する。その成果
として博士論文（研究作品、研究上
演、研究演奏を含む）を提出し、かつ
審査及び最終試験に合格した者に博士
（芸術文化学）もしくは博士（芸術）
の学位を授与する。

〈芸術専攻〉
　各研究分野（芸術文化学・芸術制
作）における研究領域それぞれの研究
科目を軸に、領域横断的な広範な専門
性を追究する。3年次に博士論文（研
究作品、研究上演、研究演奏を含む）
を完成させる。

　芸術研究科は博士課程後期課程に次の
ような学生を求める。
〈芸術専攻〉
　各研究分野（芸術文化学・芸術制作）
における芸術理論研究及び芸術制作の深
化に必要な専門知識・思考力及び技術を
備えており、各自の専門領域において既
存の価値観にとらわれず、先進的な芸術
を創造・構築していく情熱と遂行力を
もっている人物。また各領域における指
導的な立場を目指す人物。

〈芸術専攻〉
大学院全体として単位認定基準を定
め、『学生便覧』他に記載している。
学生はそれぞれの研究分野の「研究」
科目を軸に、所定の単位を修得する。
研究分野により修得単位数は異なる。
〈芸術文化学研究分野〉
一つの「研究」科目を選択し3年間継
続履修し、合計12単位以上を修得しな
ければならない。研究指導教授が学生
の研究上特に必要と認めたときは他の
「研究」科目及び前期課程の授業科目
の履修を認めることがある。
〈芸術制作研究分野〉
一つの「研究」科目を選択し3年間継
続履修し、その他に「制作理論研究」
1科目2単位を履修し、合計14単位以上
を修得しなければならない。研究指導
教授が学生の研究上特に必要と認めた
ときは他の「研究」科目及び前期課程
の授業科目の履修を認めることがあ
る。
（エビデンス：『学生便覧』、大学院
ウェブサイト）

〈芸術専攻〉
前期課程からの内部進学者をさらに積
極的に受け入れ、指導の一貫性及び学
生間の連携を図っていくとともに、他
大学／社会人入学者にも広く門戸を開
いて、学生間の学修意欲を高めてい
く。
学生による学修成果の社会への発信を
さらに支援するとともに、研究科とし
ても学生のキャリアパスを調査・開発
し、きわめて高度な専門性を備えた自
立した人材の育成に努める。各種資格
の取得を促進する。
・芸術文化学研究分野
教育機関や研究所・企業等で指導者・
専門家として活動していくために、学
位論文をもとにした著書の出版等、学
修成果の公開をさらに促進・支援して
いく。
・芸術制作研究分野
各教育機関や研究所・企業等で指導
者・専門家として活動していくため
に、国内外の公募展やコンペ、コン
クール等での成果発表や大学院研究紀
要への投稿をさらに促進・支援してい
く。

入学者数とその内訳は以下の通り（括弧
内が内部進学者）。
2022年度　芸術文化学0人（0人）／芸術
制作専攻3人（3人）
2023年度　芸術文化学0人（0人）／芸術
制作専攻4人（4人）
2024年度　芸術文化学2人（2人）／芸術
制作専攻5人（4人）

（カリキュラム改訂）
セメスター制の徹底、学びの構造の明確
化、写真領域の分離・独立、講義科目の
整理・統合、「制作理論演習」の拡充等
を柱とするカリキュラム改訂を行い、
2026年度入学生より実施する。

またこれと関連して、学部教員との連携
を強化し、学部からの内部進学者の拡大
をはかっている。

2025年度の修了制作展は、スカイキャン
パスの閉館に伴い、天王寺ギャラリーで
の開催に変更し、対外的な発信力をさら
に強化するための準備を進めている。
（2025.12.21）

入学者数とその内訳は以下の通り（括弧
内が内部進学者）。
2022年度　芸術文化学5人（4人）／芸術
制作専攻31人（22人）
2023年度　芸術文化学4人（3人）／芸術
制作専攻32人（17人）
2024年度　芸術文化学4人（2人）／芸術
制作専攻37人（17人）

（カリキュラム改訂）
セメスター制の徹底、学びの構造の明確
化、写真領域の分離・独立、講義科目の
整理・統合、「制作理論演習」の拡充等
を柱とするカリキュラム改訂を行い、
2026年度入学生より実施する。

またこれと関連して、学部教員との連携
を強化し、学部からの内部進学者の拡大
をはかっている。

2025年度の修了制作展は、スカイキャン
パスの閉館に伴い、天王寺ギャラリーで
の開催に変更し、対外的な発信力をさら
に強化するための準備を進めている。
（2025.12.21）

博士課程
後期課程

〈芸術専攻〉
進級基準は特にないが、修了年度まで
に学生は各自が一つの「研究」科目を
選択し、3年間継続履修しなければな
らない。各年度における授業科目の履
修は、研究指導教授の指導を受けた上
で履修科目を決定する。各年度の「研
究計画書」及び「研究報告書」を、研
究指導教授の指導を受けて提出する。
（エビデンス：『学生便覧』、大学院
ウェブサイト

〈芸術専攻〉
本専攻に3年以上在学し、所定の単位を修得し、か
つ、必要な研究指導を受けたうえ、学位（博士）論文
の審査及び最終試験に合格した者に、その研究分野に
応じて「博士（芸術文化学）」または「博士（芸
術）」の学位が授与される。各研究分野について必要
な修了所要単位数を定めるとともに、各研究分野にお
ける学位論文の評価基準、学位提出要領を定め,『学
生便覧』他に記載している。
修了年度には、学位（博士）論文題目届を提出する。

〈芸術文化学研究分野〉
学位（博士）論文の提出要件は以下の通り。①研究領
域ごとに開催される研究発表会で発表を行わなければ
ならない。②学位（博士）論文題目届を提出しなけれ
ばならない。③２カ国語の外国語学力の認定を受けな
ければならない。④レフェリー（査読）つき学会誌等
に論文を一本以上掲載しなければならない。
〈芸術制作研究分野〉
学位（博士）論文の提出要件として、学位（博士）論
文「論文」と「作品」の予備審査を受け合格しなけれ
ばならない。合格した者は学位（博士）論文題目届の
提出を必要とする。審査方法は、公開による作品審査
及び口頭試問とする。
（エビデンス：『学生便覧』、大学院ウェブサイト）

〈芸術専攻〉
各研究分野について、学位（博士）論文
（及び作品）の審査委員会による審査及
び最終試験を、公開による口頭試問によ
り行う。その結果と所定必要単位の修得
状況について、芸術文化学研究分野の合
同審査会及び芸術制作研究分野の分野別
審査会・合同審査会による審議を経て、
最終的に大学院委員会及び芸術研究科委
員会において学位（博士）授与の可否を
審議・決定する。
学修成果の測定のため、以下の項目につ
いて毎年調査してデータを蓄積し、それ
に基づいて教育内容・方法の充実・改善
を検討する。
・学位（博士）の授与件数
・専修免許等資格取得状況
・在学生・修了生による学修成果の発
表・公開、社会的活動等の状況

〈芸術専攻〉
学位（博士）論文を大阪芸術大学図書
館に保存し、大学の教育、研究並びに
広報を目的とする閲覧、複写を可能と
する。学位（博士）論文とその審査結
果の詳細は冊子及び大学院ウェブサイ
トで公開している。
・芸術文化学研究分野
学修成果の社会的な発信を促進するた
め、後期課程在学中および修了後に、
学修成果の一部を、大学院紀要『藝術
文化研究』に投稿できる体制を整えて
いる。また、関連学会等での口頭発表
や学会誌への投稿も積極的に促進・支
援している。
学位（博士）授与者数：2022年度1人、
2023年度0人。2024年度2人。
資格取得状況：2023年度0人、2024年度
1人。
在学生・修了生による学修成果の発
表・公開、社会的活動等の状況につい
ては別表にまとめる。
・芸術制作研究分野
学修成果の社会的な発信を促進するた
め、後期課程在学中および修了後に、
学修成果の一部を、大学院紀要『藝術
文化研究』に投稿できる体制を整えて
いる。また、関連学会等での口頭発表
や学会誌への投稿も積極的に促進・支
援している。学位（博士）論文「作
品」については、修了作品展（造形
系）及び修了作品発表会（動態系・音
楽系）を開催するとともに、『芸術制
作修士・博士作品集』を発行してい
る。
学位（博士）授与者数：2022年度2人、
2023年度1人。2024年度2人。
資格取得状況：2023年度0人、2024年度
1人。
在学生・修了生による学修成果の発
表・公開、社会的活動等の状況につい
ては別表にまとめる。

進級基準は特にないが、修了年度まで
に学生は各自が一つの「研究演習」科
目を選択し、2年間継続履修しなけれ
ばならない。各年度における授業科目
の履修は、研究指導教授の指導を受け
た上で履修科目を決定する。各年度の
「研究計画書」及び「研究概要報告
書」を、研究指導教授の指導を受けて
提出する。

（エビデンス：『学生便覧』、大学院
ウェブサイト）

各専攻について必要な修了所要単位数を定めるととも
に、各専攻における学位論文（作品）の評価基準、学
位論文（作品）提出要領を定め、『学生便覧』他に記
載している。

〈芸術文化学専攻〉
本専攻に2年以上在学し、所定の単位を修得し、か
つ、必要な研究指導を受けたうえ、学位（修士）論文
の審査及び最終試験に合格した者に「修士（芸術文化
学）」の学位が授与される。学位（修士）論文提出要
件として、学位（修士）論文題目届の提出と、1か国
語の外国語学力に認定が必須となる。また研究領域ご
とに開催される研究発表会で発表を行わなければなら
ない。
〈芸術制作専攻〉
本専攻に2年以上在学し、所定の単位を修得し、か
つ、必要な研究指導を受けたうえ、学位（修士）作品
の審査及び最終試験に合格した者に「修士（芸術）」
の学位が授与される。学位（修士）作品は、学位（修
士）作品題目届を提出のうえ、各研究領域で定めた学
位（修士）作品提出内容にしたがい、展示・発表を
もって提出とする。保存資料は所定の期日までに研究
室経由で提出する。
（エビデンス：『学生便覧』、大学院ウェブサイト）

各専攻について、学位（修士）論文、学
位（修士）作品の審査委員会による審査
及び最終試験を、公開による口頭試問に
より行う。その結果と所定必要単位の修
得状況に係る各専攻の合同審査会による
審議を経て、最終的に大学院委員会及び
芸術研究科委員会において学位（修士）
授与の可否を審議・決定する。
学修成果の測定のため、以下の項目につ
いて毎年調査してデータを蓄積し、それ
に基づいて教育内容・方法の充実・改善
を検討する。
・学位（修士）の授与者数
・専修免許等資格取得状況
・在学生・修了生による学修成果の発
表・公開、社会的活動等の状況

〈芸術文化学専攻〉
学位（修士）論文を大阪芸術大学図書
館に保存し、大学の教育、研究並びに
広報を目的とする閲覧、複写を可能と
する。修士学位論文の要旨は大学院
ウェブサイトで公開している。また、
学修成果の社会的な発信を促進するた
め、前期課程修了後には、学修成果の
一部を、大学院紀要『藝術文化研究』
に投稿できる体制を整えている。
〈芸術制作専攻〉
学位（修士）作品の審査及び最終試験
の際に、その展示・発表は公開となっ
ている。学位（修士）作品について
は、学内外において修了作品展（造形
系）及び修了作品発表会（動態系・音
楽系）を開催している。また各年度の
『芸術研究科修士・博士作品集』を発
行している。また、学修成果の社会的
な発信を促進するため、前期課程修了
後には、学修成果の一部を、大学院紀
要『藝術文化研究』に投稿できる体制
を整えている。

学位（修士）授与者数：2022年度　芸
術文化学5人／芸術制作専攻46人。
2023年度　芸術文化学5人／芸術制作専
攻29人。
2024年度　芸術文化学3人／芸術制作専
攻32人。
専修免許資格取得状況：2022年度9件5
人、2023年度7件3人、2024年度16件8
人。
司書資格取得状況：2022年度1名、2023
年度0名、2024年度1名。
在学生・修了生による学修成果の発
表・公開、社会的活動等の状況につい
ては別表にまとめる。

学部からの内部進学者をさらに積極的
に受け入れ、指導の一貫性及び学生間
の連携を図っていくとともに、他大学
／社会人入学者にも広く門戸を開い
て、学生間の学修意欲を高めていく。
学生による学修成果の社会への発信を
さらに支援するとともに、研究科とし
ても学生のキャリアパスを調査・開発
し、高度な専門性を備えた自立した人
材の育成に努める。各種資格の取得を
促進する。
〈芸術文化学専攻〉
・各教育機関や研究所・企業等で指導
者・専門家として活動していくため
に、関連学会や研究会等での研究発表
をさらに促進・支援していく。
〈芸術制作専攻〉
・各教育機関や企業等で指導者・専門
家として活動していくために、必要と
なる言語表現能力をさらに向上させる
よう努めるとともに、国内外の公募展
やコンペ、コンクール等での成果発表
をさらに促進・支援していく。

博士課程
前期課程

〈芸術文化学専攻〉
　美及び芸術の理論の専門的知識の上
に、各研究領域の芸術文化に関わる
個々のテーマについて専門的研究を深
めた成果として学位（修士）論文を提
出し、かつ審査及び最終試験に合格し
た者に修士（芸術文化学）の学位を授
与する。
〈芸術制作専攻〉
　各研究領域に関わる専門的技術及び
個々の独創的表現を作品として実現し
うる能力を修得した成果として学位
（修士）作品を提出し、かつ審査及び
最終試験に合格した者に修士（芸術）
の学位を授与する。

〈芸術文化学専攻〉
　各研究領域の研究演習を軸に、異な
る研究領域の科目についても履修可能
な編成となっている。2年次には修士
論文の作成に取り組む。
〈芸術制作専攻〉
　各研究領域の研究演習を軸に、両専
攻に共通の科目を設定し、異なる研究
領域の科目についても履修可能な編成
となっている。2年次には修了作品の
制作に取り組み、発表を行う。

　芸術研究科は博士課程前期課程に次の
ような学生を求める。
〈芸術文化学専攻〉
　芸術及び文化の諸分野に深い関心をも
ち、芸術理論研究に必要な専門知識及び
論理的思考力を備えており、自らの学術
的研究を社会との関わりにおいて展開し
ていく意欲をもっている人物。
〈芸術制作専攻〉
　各自の専門領域における芸術創造に必
要な専門知識と技術を備えており、その
知識と技術を生かして現代社会において
独自な芸術創造の方向を深めていく意欲
と能力をもっている人物。

大学院全体として単位認定基準を定
め、『学生便覧』他に記載している。
学生はそれぞれの研究領域の「研究演
習」科目を軸に、所定の単位を修得す
る。両専攻共通の科目を設定、異なる
研究領域の科目についても履修可能と
している。
〈芸術文化学専攻〉
一つの「研究演習」科目を選択して2
年間継続履修し（8単位）、同じ研究
領域の「基礎演習」（2単位）を修得
する。他に修得すべき7科目28単位の
うち「作品研究」と「原典研究」各1
科目及び「特論」2科目（計16単位）
を必須とし、合計38単位以上を修得し
なければならない。
〈芸術制作専攻〉
一つの「研究演習」科目を選択して2
年間継続履修し（16単位）、同じ研究
領域の「特殊研究」科目2科目（8単
位）と「制作理論演習」1科目（2単
位）を必須とし、他に修得すべき科目
から3科目12単位を含み、合計38単位
以上を修得しなければならない。
（エビデンス：『学生便覧』、大学院
ウェブサイト）
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